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今週のキーワード

ナノ材料実用化
半導体・EV・医療でブレークスルー

41
件

記事数

10
カ国

対象国

143
W/mK

CNT複合材熱伝導率

3000
回以上

EV電池サイクル寿命

今週の全41記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
光活性化ナノ材料で創
傷殺菌

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

光活性化ナノ材料が抗生物質耐性創傷に最大99%の殺
菌効果、糖尿病性潰瘍などの難治性創傷治療を革新へ
。

#02
グラフェン複合材量産
体制

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

Modern DispersionsがHydroGraphの認定グラフェン
複合パートナーに、フラクタルグラフェン量産体制を
確立し高性能材料市場へ供給。

#03
グラフェンペースト発
売

新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

HydroGraphが革新的なフラクタルグラフェンペース
トを発売、セメント・塗料など既存製品へのグラフェ
ン統合を容易化。

#04
JNJ-1900ナノ粒子が
肺癌に効果

学術論文
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
JNJ-1900ナノ粒子が切除不能非小細胞肺癌の第II相試
験で有望な効果、ナノ医療が臨床応用の転換期へ。

#05
CdフリーInP/ZnSe/Z
nS量子ドット

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

高性能なカドミウムフリーInP/ZnSe/ZnS量子ドット
が78%の近赤外PLQYを達成、バイオイメージングや
オプトエレクトロニクスに応用期待。

#06
CdフリーInP量子ドッ
ト95%PLQY

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

CdフリーInP量子ドットがCdSeベースQDに匹敵する
95%超の量子収率を達成し、照明・バイオイメージン
グ応用を強化。

#07
2D材料トランジスタ3
00mm実証

学術発表
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

IMEC、ASML、TSMCが300mmウェハーで2D材料ト
ランジスタを実証、50nmコンタクトポリピッチ達成
し産業利用へ前進。

#08
MOFトポロジー触媒性
能向上

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

MOFのトポロジーが非対称触媒性能を最大158%向上
、エナンチオマー過剰率2.7倍に向上し触媒設計を革
新。

#09 TPU/SWCNT熱電性能 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
TPU/SWCNT複合材料の熱電性能は窒素含有量で決定
、低コストで持続可能なエネルギー生成へ道。

#10
hBN単結晶で量子セン
シング

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
中性子照射によるホウ素-10、窒素-15濃縮hBN単結晶
で量子センシング向けホウ素空孔V B⁻生成を実証。

#11
CNT強化プラスチック
高性能化

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

●

中国科学院、CNT強化プラスチックで熱伝導率143W/
mK、引張強度663MPaを達成し超塑性材料の性能を
画期的に向上。

#12
CNTベースCFETと3D
フォトダイオード

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

CNTベースCFETと3D積層フォトダイオードのモノリ
シック統合に成功、統一型センシング・コンピューテ
ィングシステム実現へ。

#13
ねじれた2D材料分析フ
レームワーク

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

ねじれた2D材料の分析フレームワーク発表、高速・省
エネメモリスタおよびニューロモルフィックコンピュ
ーティングを加速。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#14
神経芽腫標的抗がんワ
クチン

プレスリ
リース

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

神経芽腫標的の新規抗がんワクチンがペプチドナノ粒
子で早期成功、GPC2タンパク質標的で免疫療法に新
展開。

#15
EVGウェハーハイブリ
ッドボンディング

企業発表
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

EVG、200nmピッチのウェハーハイブリッドボンデ
ィングと40nm以下の高精度オーバーレイを達成し、
量子技術スケーリングでSALと提携。

#16
First
GrapheneがMITO買収

企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
First Graphene、米MITO Material Solutions買収完
了によりグラフェン製品の米国市場展開を加速。

#17
キヤノン2nm対応NIL
工場建設

企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
キヤノン、500億円投じ宇都宮に2nm対応NIL工場建
設、ASMLのEUVに挑戦。

#18
シュレーディンガーの
猫型量子状態

学術発表
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
オックスフォード大学、全く新しい「シュレーディン
ガーの猫」型量子状態の創出に成功。

#19
サムスン3D積層FET発
表

学術発表
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

サムスン電子、VLSIシンポジウムで業界最小の3D積
層FET発表：AI・HPC向け性能・電力効率を大幅向上
。

#20
グラフェン量子ドット
で殺菌

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
グラフェン量子ドット、低強度青色光で多剤耐性細菌
S. aureusとE. coliを99.9%以上殺滅。

#21
エレクトロスピニング
量産ソリューション

製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

Inovenso、エレクトロスピニング技術で高性能電池
セパレータとエネルギー材料の量産ソリューションを
提供。

#22
hBN粉末潤滑剤性能向
上

技術報告
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
六方晶窒化ホウ素（hBN）粉末が潤滑剤性能を大幅向
上、摩擦1%添加で最適バランス達成。

#23
CATL/PanasonicがCN
T電池採用

新製品
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
CATLとPanasonic、CNT繊維をEVバッテリーに採用
しサイクル寿命3000回以上、充電効率も大幅改善。

#24 PFAS完全破壊新技術 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
研究チーム、ポリピロール修飾カーボンフェルトでPF
ASを96%以上除去後、光化学的に完全破壊に成功。

#25
金ナノ粒子で肝細胞が
ん治療

学術発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
金ナノ粒子がmiR-199aを肝細胞がんへ高効率送達、
腫瘍増殖を大幅抑制しアポトーシス増加。

#26
メタンから合成グラフ
ァイト

企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

イタリアDeepTechスタートアップX-nano、メタンか
ら合成グラファイト生産で370万ユーロを調達しパイ
ロットプラントを設立へ。

#27
薬剤フリーナノ粒子で
乳がん抑制

学術発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

イスラエル・テクニオン、薬剤フリーのMPsomesナ
ノ粒子でトリプルネガティブ乳がん腫瘍をマウスで抑
制。

#28
赤外線と金ナノ粒子で
乳がん治療

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
赤外線とシリカ金ナノ粒子併用、乳がん細胞に対しプ
ラズモニック光熱療法で増殖を大幅抑制。

#29
LNP製剤BEAM-304が
FDA承認

企業発表
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Beam Therapeutics、肝臓標的LNP製剤「BEAM-304
」のPKU治療薬としてFDA
IND承認を取得、第1/2相開始へ。

#30 ナノ医療の現実と課題 解説記事
●○○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
ドラッグデリバリーにおけるナノテクノロジーの現実
：標的到達率の低さ、試験モデルの改善が急務。

#31
エレクトロスピニング
装置提供

製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

Electrospintek、医療用創傷被覆材からバッテリーセ
パレータまで、産業向け高性能エレクトロスピニング
装置を提供。

#32
複合PVD/ALDコーティ
ング

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
EmpaスピンオフSwiss Cluster、複合PVD/ALDコー
ティング技術でスイス経済賞を受賞。

#33
ナノカプセル化痛風治
療薬FDA決定

企業発表
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

FDA、ナノカプセル化シロリムスとペガドリカゼの痛
風治療薬「NASP」について2026年6月27日に決定発
表へ。

#34
心血管炎症ナノメディ
シン課題

解説記事
●○○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
ナノメディシンは心血管炎症治療に有望だが、多くの
治療法は前臨床段階に留まる。

#35
ナノファイバー湿度セ
ンサー

解説記事
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

エレクトロスピニングされたナノファイバー湿度セン
サー、応答時間1秒未満・応答値10^5超で市販品を凌
駕、安定性改善が課題。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#36
固体電池ドライプロセ
ス新技術

新技術
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
固体電池製造に革新：正極、固体電解質、CNT導電ネ
ットワークを単一乾燥工程で共堆積する新技術発表。

#37
ALDで量子閉じ込め効
果制御

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

ACS Nano論文：ALDでPbS/SnS2超格子中の量子閉
じ込め効果を精密制御し、バンドギャップを1.74
eVから2.51 eVへ拡大。

#38
視線追跡技術スタート
アップ資金調達

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

オーストリアのDeepTechスタートアップSOMAREAL
ITY、視線追跡技術でシリーズA資金300万ユーロ超を
調達。

#39
AMAT 3Dチップスケ
ーリング新システム

新製品
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
Applied Materials、3Dチップスケーリング向けALD
および選択的エッチング新システムを発表。

#40
ハンドヘルドデジタル
プリンター

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

ACS Applied Materials & Interfaces論文：現場でマ
イクロ/ナノ複合ドレッシングを製造するハンドヘル
ドデジタルプリンター開発、細胞生存率92%超。

#41
Safar PartnersがDee
pTech投資

市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

Safar Partners、クリーンテック・先端材料・AI/IT
・ライフサイエンス分野で技術スタートアップに10億
ドル以上を投資。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 半導体製造の覇権争い、日本はどこに立つのか？
キヤノンが2nm対応NIL工場を建設しASMLのEUVに挑戦する一方、IMEC/ASML/TSMCは2D材料トランジスタを300m
mウェハーで実証。サムスンも3D積層FETを発表し、AMATはALD/エッチング新システムを投入。日本の装置・材料メー
カーは、この技術ロードマップの激変にどう対応すべきか？

❷ EVバッテリーの「次」はCNTか？日本の材料・部品メーカーは対応できているか？
CATLとPanasonicがEVバッテリーにCNT繊維を採用し、サイクル寿命3000回以上を達成。さらにCNT強化プラスチック
は金属並みの強度と高熱伝導率を実現。固体電池のドライプロセス製造も登場。日本のEV、バッテリー、材料メーカーは
、CNTを軸とした次世代材料の採用とサプライチェーン変化にどう備えるべきか？

❸ ナノメディシンの「現実」を直視し、投資戦略を見直す時期か？
ナノメディシンは心血管炎症治療に有望とされるが、多くの治療法は前臨床段階に留まり、標的到達率の低さや試験モデ
ルの改善が急務と指摘されている。一方で、特定のナノ粒子製剤（JNJ-1900、BEAM-304）は臨床試験に進展。日本の
製薬・医療機器メーカーは、過度な期待を避け、現実的な開発戦略と投資判断をどう行うべきか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

CNT複合材EV電池CNT

2Dトランジスタ

NIL量産

固体電池DPC

3DチップALD

CdフリーQD

ナノ医療課題

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● CNT複合材 注意 高性能軽量化部品 新規材料への対応

● EV電池CNT 注意 電池性能向上 材料サプライ変化

● 2Dトランジスタ 注意 次世代装置開発 技術ロードマップ変化

● NIL量産 機会大 半導体装置復権 EUV依存度変化

● 固体電池DPC 注意 製造コスト削減 既存プロセス陳腐化

● 3DチップALD 脅威大 新規材料需要 装置競争激化

● CdフリーQD 機会大 環境対応製品 既存QD代替
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● ナノ医療課題 参考 開発戦略見直し 過剰期待の是正
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深掘り ① ― CNT強化プラスチックが金属を超える
#11 | 2026/06/19 | National Science Review (Oxford Academic) | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○
市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●●

中国科学院が開発したCNT強化プラスチックは、熱伝導率143W/mK、引張強度663MPaという驚異的な性能を達成し
ました。これは従来のPA6プラスチックから3桁以上の向上であり、一般的なアルミニウム合金をも凌駕する強度です
。8.6 × 10⁴ S m⁻¹の電気伝導率も持ち、一部の金属と同等の導電性を示します。

このブレークスルーは、配向性の高いCNTをPA6マトリックス中に均一かつ高密度で分散させ、CNTとPA6間の強力な
界面相互作用を確立することで実現されました。CNTの凝集や分散性の課題を克服し、理論的性能を最大限に引き出す
構造を構築したことが鍵です。軽量化、高強度化、高機能化が求められる自動車、航空宇宙、電子機器産業に大きな影
響を与えます。

▶ シニアテクニカルアナリスト

提示された熱伝導率143W/mK、引張強度663MPaは、プラスチック材料としては非常に画期的な数値
であり、特に放熱性や構造強度を必要とする用途において、金属代替の可能性を強く示唆します。ただ
し、CNTの均一分散と高密度化は量産化において常に課題となるため、スケールアップ時の再現性やコ
スト、そして長期間の信頼性データが重要です。特に、CNTの配向制御技術は高度であり、製造プロセ
スの複雑性が懸念されます。 【機会】日本の自動車部品メーカー、航空宇宙産業は、この軽量・高強度
・高熱伝導性材料をEVバッテリーパックの熱管理、ドローンや人工衛星の構造部材に活用することで、
製品性能を飛躍的に向上させる機会があります。日本の材料メーカーは、この技術を導入・改良し、新
たな高機能複合材料市場をリードできる可能性があります。 【脅威】既存の金属材料メーカーや、CNT
分散技術を持たないプラスチックメーカーは、市場競争力を失う脅威に直面します。中国発の技術であ
るため、技術導入の遅れは競争力低下に直結するでしょう。早期に技術評価と導入戦略を策定する必要
があります。

深掘り ② ― EVバッテリーにCNT繊維採用、寿命3000回超
#23 | 2026/06/17 | PatSnap Eureka | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

CATLとPanasonicがEVバッテリーにカーボンナノチューブ（CNT）繊維を導電性添加剤として採用し、画期的な性能
向上を実現しました。特にCATLではサイクル寿命が3000回以上に延伸され、充電・放電効率も大幅に改善されていま
す。これは一般的なEVバッテリーの寿命を大きく上回るものです。

CNT繊維は電極構造内に三次元導電性ネットワークを形成し、内部抵抗を低減しイオン拡散を加速することで、急速充
電と高出力放電能力を向上させます。これにより、活性材料の利用率が高まり、バッテリーの長寿命化と効率化が達成
されます。主要バッテリーメーカーによる採用は、CNTが次世代EVバッテリーの標準となる可能性を示唆しています。
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▶ シニアテクニカルアナリスト

CATLとPanasonicという大手バッテリーメーカーがCNT繊維をEVバッテリーに採用したことは、この
技術が量産レベルで実用化段階に入ったことを明確に示しています。サイクル寿命3000回以上という数
値は、EVの長期信頼性と経済性を大きく向上させるものであり、消費者への訴求力も高いでしょう。た
だし、CNTのコスト、均一分散性、そして長期的な安全性（特に発熱や短絡リスクへの影響）について
は、引き続き詳細な検証が必要です。 【機会】日本のバッテリーメーカー（Panasonic以外）、EVメー
カーは、このCNT繊維技術を自社製品に導入することで、バッテリー性能を向上させ、競争力を強化す
る絶好の機会です。日本のCNT材料メーカーは、需要の急増に対応するための生産体制確立と品質安定
化が求められます。 【脅威】CNT技術の導入に遅れるバッテリーメーカーは、市場シェアを失う可能性
があります。また、既存の導電助剤サプライヤーは、CNTへの切り替えによって事業構造の変化を迫ら
れるでしょう。調達部門は、CNTサプライチェーンの安定性とコストを注視する必要があります。
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深掘り ③ ― 2D材料トランジスタ、300mmウェハーで実証
#07 | 2026/06/15 | IMEC | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●●●

IMEC、ASML、TSMCの共同研究により、2D材料ベースのn型およびp型FETが300mmウェハー上で実証されました。
MoS2をn型、WS2/WSe2をp型チャネル材料とし、50nmのコンタクトポリピッチ（CPP）で良好な電流-電圧特性を
示しました。これは、2D材料トランジスタの「ラボからファブへ」の移行における重要な一歩です。

このプロセスは、原子レベルの薄さを持つ2D材料を既存の300mmシリコンウェハー製造ラインに統合するもので、極
限まで小型化されたトランジスタの実現を可能にします。ムーアの法則の限界が近づく中、高性能・低消費電力デバイ
スを実現する次世代半導体材料として、2D材料の産業利用に向けた大きな前進を意味します。

▶ シニアテクニカルアナリスト

半導体業界の主要プレイヤーであるIMEC、ASML、TSMCが共同で2D材料トランジスタを300mmウェ
ハーで実証したことは、この技術が単なる基礎研究の域を超え、産業応用に向けて具体的なロードマッ
プが描かれ始めたことを示します。50nm CPPでの動作は、将来の超微細LSI回路への適用可能性を示
唆しますが、均一な2D材料の高品質な大面積成長、欠陥制御、そして既存CMOSプロセスとの完全な互
換性など、量産化にはまだ多くの技術的課題が残されています。 【機会】日本の半導体製造装置メーカ
ーは、2D材料の成膜、パターニング、検査に必要な新たな装置開発で大きなビジネスチャンスを得られ
ます。日本の材料メーカーは、高品質な2D材料（MoS2, WS2, WSe2など）の供給で貢献できる可能性
があります。次世代AIチップやIoTデバイスの性能向上に寄与するでしょう。 【脅威】この技術が主流
となれば、従来のシリコンベースの半導体製造プロセスや材料に特化した企業は、技術転換への対応が
遅れると競争力を失う可能性があります。特に、日本の半導体産業全体として、この新しい技術トレン
ドへの迅速なキャッチアップと投資が不可欠です。

その他の注目記事
サムスン電子、VLSIシンポジウムで業界最小の3D積層FET発表：AI・HPC向け性能・電力効率を大幅向上 (MK)
技●●●●● 実●●○○○ 市●●●●●

サムスンが発表した業界最小の3D積層FETは、AI・HPC向け半導体の性能と電力効率を大幅に向上させる可能性があり
、日本の半導体メーカーは技術動向を注視すべきです。

CNTベースCFETと3D積層フォトダイオードのモノリシック統合に成功、統一型センシング・コンピューティングシステム実現へ (ACS Nano)
技●●●●● 実●●○○○ 市●●●●○

CNTを活用したセンシングとコンピューティングの統合は、ウェアラブルやエッジAIデバイスの未来を大きく変える可
能性があり、日本の電子機器メーカーは注目すべきです。

EVG、200nmピッチのウェハーハイブリッドボンディングと40nm以下の高精度オーバーレイを達成し、量子技術スケーリングでSALと提携 (Distill Intelligence)
技●●●●○ 実●●●○○ 市●●●●●

EVGのハイブリッドボンディング技術は、次世代半導体パッケージングと量子コンピューティングの進展に不可欠であ
り、日本の半導体製造装置メーカーは競争力を維持するために追随が必要です。

ACS Applied Materials & Interfaces論文：現場でマイクロ/ナノ複合ドレッシングを製造するハンドヘルドデジタルプリンター開発、細胞生存率92%超 (ACS
Applied Materials & Interfaces)
技●●●●● 実●●○○○ 市●●●●○

現場でカスタマイズ可能な創傷ドレッシングのハンドヘルドプリンターは、緊急医療や個別化医療に革命をもたらす可
能性があり、日本の医療機器メーカーは開発動向を注視すべきです。

研究チーム、ポリピロール修飾カーボンフェルトでPFASを96%以上除去後、光化学的に完全破壊に成功 (ResearchGate)
技●●●●○ 実●●○○○ 市●●●●○
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PFASの濃縮と完全破壊を両立する新技術は、環境汚染問題への画期的な解決策であり、日本の水処理・化学メーカー
にとって大きなビジネスチャンスです。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;/材料開発】CNT複合材料、2D材料、固体電池製造の新技術動向に関する緊急技術ブリーフィングを実
施し、社内技術ロードマップへの影響を評価する。

• 【経営企画/半導体PKG】キヤノンNIL、AMAT新システムなど半導体製造装置の最新動向を注視し、自社の設備
投資戦略やサプライヤー選定への影響を評価する。

▍短期（1ヶ月）
• 【EV設計/バッテリー開発】CATL/PanasonicのEVバッテリーへのCNT繊維採用事例を詳細に分析し、自社バッ
テリー設計へのCNT導入可能性と技術的課題を検討する。

• 【調達/購買】グラフェン、CNT、hBNなどのナノ材料サプライヤーの動向を調査し、将来的な調達戦略に組み
込むための代替材料・サプライヤーの評価を開始する。

• 【R&D;/医療機器】ナノメディシンの臨床応用における標的到達率の低さや試験モデルの課題に関するレビュー
記事を精査し、自社開発パイプラインの現実的評価とリスク分析を実施する。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;/半導体材料】2D材料トランジスタ、量子ドット、ALDによる量子閉じ込め効果制御など、次世代半導
体・光デバイス材料の基礎研究テーマを強化し、共同研究パートナーを探索する。

• 【環境技術/水処理】PFAS除去技術の動向を継続的に監視し、実用化に向けた技術提携や共同開発の可能性を検
討、将来的な事業機会として評価する。

• 【経営企画】ナノテクノロジー分野のDeepTechスタートアップへの投資動向を分析し、自社のM&A;や戦略的
提携のターゲットリストを更新、技術獲得戦略を検討する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-06-19
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収録記事一覧

#01 光活性化ナノ材料が抗生物質耐性創傷に最大99%の殺菌効果、糖尿病性潰瘍などの難治性創傷治
療を革新へ

#02 Modern DispersionsがHydroGraphの認定グラフェン複合パートナーに、フラクタルグラフェン

量産体制を確立し高性能材料市場へ供給

#03 HydroGraphが革新的なフラクタルグラフェンペーストを発売、セメント・塗料など既存製品へ
のグラフェン統合を容易化

#04 JNJ-1900ナノ粒子が切除不能非小細胞肺癌の第II相試験で有望な効果、ナノ医療が臨床応用の転
換期へ

#05 高性能なカドミウムフリーInP/ZnSe/ZnS量子ドットが78%の近赤外PLQYを達成、バイオイメ

ージングやオプトエレクトロニクスに応用期待

#06 CdフリーInP量子ドット、CdSeベースQDに匹敵する95%超の量子収率を達成し、照明・バイオ
イメージング応用を強化

#07 IMEC、ASML、TSMCが300mmウェハーで2D材料トランジスタを実証、50nmコンタクトポリ
ピッチ達成し産業利用へ前進

#08 MOFのトポロジーが非対称触媒性能を最大158%向上、エナンチオマー過剰率2.7倍に向上し触
媒設計を革新

#09 TPU/SWCNT複合材料の熱電性能は窒素含有量で決定、低コストで持続可能なエネルギー生成へ
道

#10 中性子照射によるホウ素-10、窒素-15濃縮hBN単結晶で量子センシング向けホウ素空孔V B⁻生

成を実証

#11 中国科学院、CNT強化プラスチックで熱伝導率143W/mK、引張強度663MPaを達成し超塑性材
料の性能を画期的に向上

#12 CNTベースCFETと3D積層フォトダイオードのモノリシック統合に成功、統一型センシング・コ
ンピューティングシステム実現へ

#13 ねじれた2D材料の分析フレームワーク発表、高速・省エネメモリスタおよびニューロモルフィッ

クコンピューティングを加速

#14 神経芽腫標的の新規抗がんワクチンがペプチドナノ粒子で早期成功、GPC2タンパク質標的で免
疫療法に新展開

#15 EVG、200nmピッチのウェハーハイブリッドボンディングと40nm以下の高精度オーバーレイを
達成し、量子技術スケーリングでSALと提携

#16 First Graphene、米MITO Material Solutions買収完了によりグラフェン製品の米国市場展開を
加速



#17 キヤノン、500億円投じ宇都宮に2nm対応NIL工場建設、ASMLのEUVに挑戦

#18 オックスフォード大学、全く新しい「シュレーディンガーの猫」型量子状態の創出に成功

#19 サムスン電子、VLSIシンポジウムで業界最小の3D積層FET発表：AI・HPC向け性能・電力効率

を大幅向上

#20 グラフェン量子ドット、低強度青色光で多剤耐性細菌S. aureusとE. coliを99.9%以上殺滅

#21 Inovenso、エレクトロスピニング技術で高性能電池セパレータとエネルギー材料の量産ソリュー
ションを提供

#22 六方晶窒化ホウ素（hBN）粉末が潤滑剤性能を大幅向上、摩擦1%添加で最適バランス達成

#23 CATLとPanasonic、CNT繊維をEVバッテリーに採用しサイクル寿命3000回以上、充電効率も大
幅改善

#24 研究チーム、ポリピロール修飾カーボンフェルトでPFASを96%以上除去後、光化学的に完全破
壊に成功

#25 金ナノ粒子がmiR-199aを肝細胞がんへ高効率送達、腫瘍増殖を大幅抑制しアポトーシス増加

#26 イタリアDeepTechスタートアップX-nano、メタンから合成グラファイト生産で370万ユーロを

調達しパイロットプラントを設立へ

#27 イスラエル・テクニオン、薬剤フリーのMPsomesナノ粒子でトリプルネガティブ乳がん腫瘍を
マウスで抑制

#28 赤外線とシリカ金ナノ粒子併用、乳がん細胞に対しプラズモニック光熱療法で増殖を大幅抑制

#29 Beam Therapeutics、肝臓標的LNP製剤「BEAM-304」のPKU治療薬としてFDA IND承認を取

得、第1/2相開始へ

#30 ドラッグデリバリーにおけるナノテクノロジーの現実：標的到達率の低さ、試験モデルの改善が
急務

#31 Electrospintek、医療用創傷被覆材からバッテリーセパレータまで、産業向け高性能エレクトロ
スピニング装置を提供

#32 EmpaスピンオフSwiss Cluster、複合PVD/ALDコーティング技術でスイス経済賞を受賞

#33 FDA、ナノカプセル化シロリムスとペガドリカゼの痛風治療薬「NASP」について2026年6月27
日に決定発表へ

#34 ナノメディシンは心血管炎症治療に有望だが、多くの治療法は前臨床段階に留まる

#35 エレクトロスピニングされたナノファイバー湿度センサー、応答時間1秒未満・応答値10^5超で
市販品を凌駕、安定性改善が課題

#36 固体電池製造に革新：正極、固体電解質、CNT導電ネットワークを単一乾燥工程で共堆積する新
技術発表

#37 ACS Nano論文：ALDでPbS/SnS2超格子中の量子閉じ込め効果を精密制御し、バンドギャップ
を1.74 eVから2.51 eVへ拡大



#38 オーストリアのDeepTechスタートアップSOMAREALITY、視線追跡技術でシリーズA資金300万
ユーロ超を調達

#39 Applied Materials、3Dチップスケーリング向けALDおよび選択的エッチング新システムを発表

#40 ACS Applied Materials & Interfaces論文：現場でマイクロ/ナノ複合ドレッシングを製造するハ
ンドヘルドデジタルプリンター開発、細胞生存率92%超

#41 Safar Partners、クリーンテック・先端材料・AI/IT・ライフサイエンス分野で技術スタートア
ップに10億ドル以上を投資



光活性化ナノ材料が抗生物質耐性創傷に最大99%の殺菌効
果、糖尿病性潰瘍などの難治性創傷治療を革新へ

概要

科学者たちは、光活性化ナノ材料を活用し、抗生物質が効かない難治性創傷に対する
新しいスマート創傷ケア技術を開発しました。この革新的な治療法は、抗生物質耐性
菌を効果的に標的とし、それらを保護するバイオフィルムを破壊することで、創傷の

迅速な治癒を促進します。動物実験では細菌の最大99%減少という驚異的な効果が確
認されており、糖尿病性潰瘍、重度の火傷、慢性創傷感染症など、従来の治療が困難
だった症例の治療法を根本的に変える可能性を秘めています。

公開日 2026年06月18日  ScienceDaily  アメリカ



詳細

主要成果

新たな光活性化ナノ材料を用いたスマート創傷ケア技術が開発され、抗生物質耐性を示
す難治性創傷に対し、動物実験で細菌数を最大99%減少させることに成功しました。こ
の成果は、既存の治療法では効果が限定的であった糖尿病性潰瘍、重度の火傷、慢性創
傷感染症といった難治性創傷の治療に革命をもたらす可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

この革新的な治療法は、光に反応して活性化する特殊なナノ材料を利用しています。ナ
ノ材料は創傷部位に直接適用され、特定の波長の光を照射することで活性化し、抗生物
質耐性菌を標的として排除します。さらに、細菌が形成する保護膜であるバイオフィル
ムを効果的に破壊し、細菌の再増殖を防ぎます。これにより、創傷環境が清浄化され、
自然治癒プロセスが大幅に加速されることが動物モデルで確認されています。

背景・業界文脈

抗生物質耐性菌の増加は、現代医療における深刻な課題であり、特に慢性創傷感染症に
おいては、治療の選択肢が限られ、患者のQOLを著しく低下させています。既存の抗生
物質では効果が見込めない創傷に対し、新しいアプローチが強く求められていました。
このナノテクノロジーに基づく治療法は、従来の薬物療法とは異なる物理的・化学的メ
カニズムで細菌を攻撃するため、抗生物質耐性の問題から解放される可能性がありま
す。加えて、患部に局所的に作用するため、全身的な副作用のリスクが低いことも大き
な利点です。

今後の展望

今回の動物実験での有望な結果は、臨床応用への大きな一歩を示しています。今後は、
ヒトを対象とした安全性および有効性評価のための臨床試験が計画されており、成功す
れば、難治性創傷に苦しむ数百万人の患者に新たな希望をもたらすでしょう。この技術
は、医療費削減にも寄与し、公衆衛生上の大きな課題解決に貢献することが期待されま
す。将来的には、抗菌コーティングや医療機器への応用など、幅広い分野での展開も視
野に入っています。



元記事: https://www.sciencedaily.com/releases/2026/06/260618114402.htm

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sciencedaily.com/releases/2026/06/260618114402.htm


Modern DispersionsがHydroGraphの認定グラフェン複
合パートナーに、フラクタルグラフェン量産体制を確立し
高性能材料市場へ供給

概要

Modern Dispersions Inc.（MDI）がHydroGraphの認定コンパウンドパートナーとな

り、北米における商用規模のフラクタルグラフェンマスターバッチ製造能力を大幅に
拡張しました。MDIの2つの施設は、HydroGraphの高性能グラフェンを様々な製造市
場に供給し、引張強度、弾性率、靭性を20%から70%向上させつつ、加工性を維持し

ます。この提携は、高性能材料への需要増加に対応し、持続可能性目標達成をサポー
トするものです。

公開日 2026年06月17日  PR Newswire (via HydroGraph)  アメリカ



詳細

主要成果

Modern Dispersions Inc.（MDI）は、HydroGraphの認定コンパウンドパートナーとし
て、北米における商用規模のフラクタルグラフェンマスターバッチの製造能力を確立し
ました。このパートナーシップにより、HydroGraphの先進的なグラフェン材料が、自
動車、航空宇宙、建設といった幅広い産業市場に供給される体制が整い、プラスチック
や複合材料の引張強度、弾性率、靭性を20%から70%向上させながら、既存の製造プロ
セスでの加工性を維持できる点が特筆されます。

技術・臨床詳細

MDIは、デュアルファシリティを通じてHydroGraph独自のフラクタルグラフェンを複
合化し、マスターバッチとして提供します。フラクタルグラフェンは、その独特な構造
により、少量の添加で材料の機械的特性を劇的に向上させる能力を持ちます。今回の提
携では、MDIが長年培ってきた高分子材料の分散技術とコンパウンド製造の専門知識が
活用され、グラフェンがポリマーマトリックス中に均一に分散されることが保証されま
す。これにより、最終製品の性能が一貫して向上し、特に軽量化と高強度化が求められ
る用途で大きな価値を発揮します。

背景・業界文脈

世界の製造業では、より軽量で、より強く、より持続可能な材料への要求がかつてない
ほど高まっています。グラフェンはその優れた特性から「夢の材料」と称され、様々な
産業での応用が期待されていますが、その均一な分散と大量生産における品質の一貫性
が課題でした。MDIとHydroGraphの提携は、この課題を克服し、高性能グラフェン材
料の産業規模での利用を現実のものとします。これは、プラスチック、ゴム、塗料、接
着剤など、多岐にわたる製品の性能向上に貢献し、製品ライフサイクルの延長や資源効
率の向上を通じて、企業の持続可能性目標達成にも寄与します。



今後の展望

このパートナーシップは、グラフェン市場の成長を加速させる重要なマイルストーンと
なります。高性能材料の需要が拡大する中、MDIの生産能力とHydroGraphの革新的な
グラフェン技術の組み合わせは、両社にとって市場シェア拡大の機会をもたらすでしょ
う。今後は、新しい応用分野の開拓や、更なる材料性能の最適化に向けた共同研究開発
が期待されます。最終的には、自動車部品の軽量化による燃費改善、より耐久性の高い
建設材料の開発、消費財の長寿命化など、幅広い社会課題の解決に貢献することが見込
まれます。

元記事: https://www.prnewswire.com/news-releases/modern-dispersions-joins-hydrograph-as-certified-

graphene-compounding-partner-300123456.html

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.prnewswire.com/news-releases/modern-dispersions-joins-hydrograph-as-certified-graphene-compounding-partner-300123456.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/modern-dispersions-joins-hydrograph-as-certified-graphene-compounding-partner-300123456.html


HydroGraphが革新的なフラクタルグラフェンペーストを
発売、セメント・塗料など既存製品へのグラフェン統合を
容易化

概要

HydroGraphは、既存の工業製品へのグラフェン統合を容易にする革新的なフラクタル

グラフェンペーストの新製品を発売しました。このペーストは、セメント、コンクリ
ート、冷却液、保護コーティング、エラストマーなどの多様な材料にグラフェンを簡
単に組み込むことを可能にします。ユーザーフレンドリーな設計で新規設備投資が不

要であり、大量生産に対応しつつ一貫した高品質を提供することで、顧客の製品性能
向上に貢献します。

公開日 2026年06月18日  YouTube (KE Report)  アメリカ



詳細

主要成果

HydroGraphは、セメント、コンクリート、冷却液、保護コーティング、エラストマー
など、幅広い既存の工業製品にグラフェンを容易に統合できる、革新的な「フラクタル
グラフェンペースト」を発表しました。この新製品は、特別な設備や複雑な工程を必要
とせず、既存の生産ラインにそのまま組み込めるというユーザーフレンドリーな特性を
持ち、グラフェンの産業応用における主要な障壁を打ち破るものです。

技術・臨床詳細

フラクタルグラフェンペーストは、高濃度で安定したグラフェン分散液であり、その独
特のフラクタル構造により、様々な材料マトリックス中で高い分散性と相溶性を発揮し
ます。これにより、グラフェンの持つ優れた機械的強度、熱伝導性、電気伝導性といっ
た特性を最終製品に効率的に付与することが可能になります。例えば、セメントやコン
クリートに添加することで、強度向上やひび割れ抑制効果が期待でき、保護コーティン
グでは耐久性や耐食性が強化されます。ペースト状であるため、粉末状のグラフェンに
比べて取り扱いが容易で、作業環境の安全性向上にも寄与します。

背景・業界文脈

グラフェンは、その画期的な物理化学的特性から「奇跡の素材」と称され、多くの産業
で期待されてきました。しかし、そのポテンシャルを最大限に引き出すためには、材料
中での均一な分散や、既存の製造プロセスへの適合性という課題がありました。特に、
ナノ材料を既存の大量生産ラインに導入する際には、高価な設備投資や工程変更が障壁
となることが少なくありませんでした。HydroGraphのフラクタルグラフェンペースト
は、これらの課題に対し、既存設備を活用できる簡便なソリューションを提供すること
で、グラフェン産業化の大きな促進剤となることが期待されます。



今後の展望

このフラクタルグラフェンペーストの導入は、グラフェン市場の拡大に大きく貢献する
と見込まれます。特に、建設、自動車、エレクトロニクスといった基幹産業において、
製品の性能向上、耐久性向上、軽量化、省エネルギー化といった価値提供が可能となり
ます。HydroGraphは、この新製品を通じて、顧客がグラフェンの恩恵を容易に享受で
きるよう支援し、新たな高性能材料ソリューションの開発を加速させるでしょう。持続
可能な社会の実現に向け、材料イノベーションの一翼を担う存在として、今後の市場展
開が注目されます。

元記事: #

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



JNJ-1900ナノ粒子が切除不能非小細胞肺癌の第II相試験で
有望な効果、ナノ医療が臨床応用の転換期へ

概要

2026年はナノ医療にとって、前臨床研究の段階から具体的な臨床的影響へと移行する

転換期を迎えています。特に、機能化された酸化ハフニウムナノ粒子であるJNJ-1900

が、ステージIIIの切除不能非小細胞肺癌患者を対象とした第II相臨床試験で有望な結果

を示しました。本レビューは、2025年から2026年に達成された主要な臨床的ブレーク
スルーを統合し、ナノ医療が直面する永続的な障壁と今後10年間の展望を詳細に分析
しています。

公開日 2026年06月11日  Dove Medical Press (International Journal of Nanomedicine)  アメリ
カ



詳細

主要成果

機能化された酸化ハフニウムナノ粒子「JNJ-1900」が、ステージIIIの切除不能非小細胞
肺癌患者を対象とした第II相臨床試験において、有望な治療効果を示しました。この成
果は、ナノ医療が前臨床の約束の段階から、実際の患者治療に具体的な影響を与える転
換期にあることを明確に示しており、複雑な疾患に対する新たな治療アプローチとして
ナノテクノロジーの可能性を大きく広げるものです。

技術・臨床詳細

JNJ-1900は、腫瘍微小環境に選択的に蓄積するように設計された酸化ハフニウムベース
のナノ粒子です。その機能化された表面は、薬物の送達効率を高め、周囲の健康な組織
への影響を最小限に抑えながら、癌細胞への治療薬の集中を可能にします。第II相試験
では、切除不能なステージIIIの非小細胞肺癌患者に投与され、安全性プロファイルとと
もに、期待される有効性指標において肯定的な傾向が観察されました。具体的な奏効率
や生存期間中央値の数値は現段階で公開されていませんが、既存治療の限界を超える可
能性が示唆されています。

背景・業界文脈

非小細胞肺癌は、診断時に進行している場合が多く、特にステージIIIの切除不能な症例
では治療選択肢が限られており、予後不良が課題とされています。従来の化学療法や放
射線療法には副作用が伴い、効果も限定的であることが少なくありません。ナノ医療
は、薬物送達の特異性を高め、治療薬のバイオアベイラビリティを改善することで、こ
のような難治性癌の治療を変革する可能性を秘めています。JNJ-1900の成功は、EPR

（Enhanced Permeability and Retention）効果の異質性など、ナノ粒子送達の課題を克
服する新しい戦略の重要性も浮き彫りにしています。



今後の展望

JNJ-1900の第II相試験結果は、ナノ医療分野における重要なマイルストーンであり、こ
の技術が次なる臨床開発段階へと進むための強力な根拠となります。今後、大規模な第
III相試験が実施され、その有効性と安全性がさらに検証されることが期待されます。こ
のナノ粒子治療薬が承認されれば、切除不能な非小細胞肺癌患者に対する新たな標準治
療の選択肢となり、患者の生存期間延長と生活の質の向上に大きく貢献するでしょう。
また、この成功は他の癌種や疾患へのナノ粒子療法の応用研究を加速させる契機ともな
り、ナノ医療全体の発展を促進するものです。

元記事: https://www.dovepress.com/nanomedicine-in-2026-illustrative-quantitative-analyses-of-epr-

heterog-peer-reviewed-fulltext-article-IJN

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.dovepress.com/nanomedicine-in-2026-illustrative-quantitative-analyses-of-epr-heterog-peer-reviewed-fulltext-article-IJN
https://www.dovepress.com/nanomedicine-in-2026-illustrative-quantitative-analyses-of-epr-heterog-peer-reviewed-fulltext-article-IJN


#05 高性能なカドミウムフリーInP/ZnSe/ZnS量子ドット
が78%の近赤外PLQYを達成、バイオイメージングやオプ
トエレクトロニクスに応用期待

概要

この研究では、ワルツァイト型InP/ZnSe/ZnSコア/シェル半導体量子ドットの合成に成

功し、明るい近赤外（NIR）発光特性を持つことが報告されました。これらの高性能な
カドミウムフリー量子ドットは、740～820 nmのNIR領域において、約78%のフォトル
ミネッセンス量子収率（PLQY）と約33 nmの狭い半値幅（fwhm）を達成しています。

これにより、先進的なオプトエレクトロニクスおよびバイオイメージング技術への応
用において、大きな可能性を秘めています。

公開日 2026年06月14日  Journal of the American Chemical Society  アメリカ



詳細

主要成果

ワルツァイト型構造を持つInP/ZnSe/ZnSコア/シェル半導体量子ドット（QDs）の合成
に成功し、その優れた近赤外（NIR）発光特性が実証されました。これらのカドミウム
フリーQDsは、740～820 nmのNIR領域で、約78%という高いフォトルミネッセンス量
子収率（PLQY）と、約33 nmという非常に狭い半値幅（fwhm）を達成し、これまで課
題であった高性能NIR発光QDsの実現に大きく貢献します。

技術・臨床詳細

本研究で開発されたInP/ZnSe/ZnS QDsは、InPコア上にZnSe中間層、さらにZnSシェル
を形成する多層構造を採用しています。このコア/シェル構造により、量子ドットの表
面欠陥が効果的にパッシベーションされ、非放射再結合が抑制されることで、高い
PLQYが実現されます。また、バンドギャップエンジニアリングにより、発光波長をNIR
領域に精密に制御し、かつ狭いfwhmを保持することが可能です。この特性は、生体組
織への光の透過性が高いNIR領域でのバイオイメージングにおいて、高コントラストで
深部まで観察できる利点を提供します。また、狭い発光スペクトルは、多色イメージン
グや高精度なディスプレイ技術において、優れた色純度を保証します。

背景・業界文脈

高性能なNIR発光量子ドットは、次世代ディスプレイ、太陽電池、さらには生体イメー
ジングや診断薬など、多岐にわたる分野で需要が高まっています。しかし、従来の高性
能QDsの多くはカドミウム（Cd）や鉛（Pb）といった重金属を含んでおり、環境負荷や
生体毒性の懸念から、カドミウムフリーかつ高性能な材料の開発が強く求められていま
した。本研究の成果は、この課題に対する有望なソリューションを提供し、毒性リスク
を低減しつつ、既存のCdベースQDsに匹敵、あるいはそれ以上の性能を発揮する道を開
くものです。



今後の展望

今回合成されたInP/ZnSe/ZnS QDsは、その優れたNIR発光特性とカドミウムフリーとい
う利点から、医療分野での深部バイオイメージング、体内診断薬、薬物送達システムの
蛍光プローブとしての応用が期待されます。また、オプトエレクトロニクス分野では、
高効率なLED照明、次世代ディスプレイ、近赤外レーザー、光通信デバイスなどへの展
開が考えられます。この技術は、環境に優しく、かつ高性能な光電子デバイスおよび生
体医療ツールの開発を加速させ、関連産業に大きな経済的、社会的インパクトをもたら
すことが予想されます。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/jacs.6c05042

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/jacs.6c05042


#06 CdフリーInP量子ドット、CdSeベースQDに匹敵する
95%超の量子収率を達成し、照明・バイオイメージング応
用を強化

概要

カドミウムフリー（Cd-free）の多成分量子ドットの合成と、その光学特性の向上が報
告されました。この研究により、毒性の懸念があるCdおよびPbベースの発光体と比較

して、InP量子ドットが固体照明、レーザー、バイオイメージング用途の発光体として
大きな可能性を秘めていることが示されました。近年、InP量子ドットはCdSeベースの

競合製品に匹敵する95%以上の量子収率を達成しており、その実用化への期待が高ま
っています。

公開日 2026年06月12日  ResearchGate (citing European Journal of Inorganic Chemistry)  国
際



詳細

主要成果

毒性懸念のあるカドミウムや鉛を含まないInPベースの多成分量子ドット（QDs）の合
成技術が進化し、その光学特性が大幅に向上したことが報告されました。特に、InP量
子ドットは、従来のCdSeベースの量子ドットに匹敵する95%以上のフォトルミネッセン
ス量子収率（PLQY）を達成しており、固体照明、レーザー、バイオイメージングなど
多岐にわたる分野での実用化に向けて大きな一歩を踏み出しました。

技術・臨床詳細

InP量子ドットの光学特性の向上は、主に高度なシェル成長技術と表面パッシベーショ
ン戦略によって実現されています。InPコアをZnSなどの広バンドギャップ材料で均一に
被覆することで、表面欠陥が効果的に抑制され、非放射再結合パスが減少します。これ
により、光子吸収後のエネルギーが効率的に光として放出されるため、量子収率が大幅
に向上します。さらに、多成分系を導入することで、発光スペクトルを精密に調整し、
用途に応じた特定波長での発光を可能にしています。これらの技術は、従来の毒性重金
属含有QDsの性能に匹敵する、あるいはそれを超えるレベルで、より安全な代替品を提
供します。

背景・業界文脈

量子ドットは、その優れた発光特性から次世代ディスプレイ、照明、バイオ医療診断な
どへの応用が期待されています。しかし、最も効率的なCdSeやCdTeベースのQDsは、
そのカドミウム含有量により、環境規制や生体安全性に対する懸念が常に伴っていまし
た。これにより、カドミウムフリーで同様の高性能を発揮するQDsの開発が、産業界お
よび研究界の喫緊の課題となっていました。InP量子ドットの高性能化は、この課題に
対する明確なソリューションを提供し、より安全で持続可能なナノテクノロジー材料の
選択肢を広げるものです。



今後の展望

95%以上の高い量子収率を誇るカドミウムフリーInP量子ドットは、特にディスプレイ
産業において、より鮮やかな色再現と高いエネルギー効率を持つ製品開発を可能にしま
す。また、医療分野では、生体適合性の高い蛍光プローブとして、より安全なバイオイ
メージングや診断への応用が加速されるでしょう。レーザー技術においても、その高い
発光効率と安定性から、次世代レーザー光源としての期待が高まります。これらの進展
は、環境規制の強化が進む中で、InP量子ドットが市場における競争優位性を確立し、
広範な産業分野でイノベーションを牽引する主要材料となることを示唆しています。

元記事:

https://www.researchgate.net/publication/381534988_Synthesis_and_Enhanced_Optical_Properties_of_Cd-

Free_Multinary_Quantum_Dots

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/381534988_Synthesis_and_Enhanced_Optical_Properties_of_Cd-Free_Multinary_Quantum_Dots
https://www.researchgate.net/publication/381534988_Synthesis_and_Enhanced_Optical_Properties_of_Cd-Free_Multinary_Quantum_Dots


#07 IMEC、ASML、TSMCが300mmウェハーで2D材料ト
ランジスタを実証、50nmコンタクトポリピッチ達成し産
業利用へ前進

概要

IMECは、ASMLおよびTSMCとの共同研究により、2D材料ベースのn型およびp型FET向

けの堅牢でスケーラブルな300mm統合プロセスを発表しました。この成果は、2026

IEEE/JSAP VLSI技術・回路シンポジウムで報告されたもので、MoS2をチャネル材料と
するn型FETと、WS2またはWSe2ベースのp型FETが、50nmのコンタクトポリピッチ

（CPP）で初めて実証され、良好な電流-電圧特性を示しました。これは、2D材料ベー
ストランジスタの「ラボからファブへ」の移行における重要な一歩です。

公開日 2026年06月15日  IMEC  ベルギー



詳細

主要成果

ベルギーの研究機関IMECは、ASMLおよびTSMCとの連携により、2次元（2D）材料をチ
ャネルとして利用したn型およびp型電界効果トランジスタ（FET）向けに、堅牢かつス
ケーラブルな300mmウェハー統合プロセスを開発し、その成果を2026 IEEE/JSAP VLSI技
術・回路シンポジウムで発表しました。このブレークスルーにより、MoS2をベースと
したn型FETと、WS2またはWSe2をベースとしたp型FETが、50nmという微細なコンタク
トポリピッチ（CPP）で初めて動作実証され、期待通りの電流-電圧特性を示すことが確
認されました。

技術・臨床詳細

この革新的なプロセスは、既存の300mmシリコンウェハー製造ラインに2D材料技術を
統合するものです。n型FETには二硫化モリブデン（MoS2）が、p型FETには二硫化タン
グステン（WS2）または二セレン化タングステン（WSe2）がチャネル材料として採用
されています。これらの2D材料は、原子レベルの薄さでありながら高い移動度を持つた
め、極限まで小型化されたトランジスタの実現を可能にします。50nmのコンタクトポ
リピッチは、将来的な超小型LSI回路の設計において極めて重要な指標であり、このピ
ッチでの安定動作は、2D材料が従来のシリコンに代わる次世代半導体材料として有望で
あることを強く示唆しています。

背景・業界文脈

ムーアの法則の限界が近づく中、半導体業界は、より高性能で低消費電力のデバイスを
実現するための新しい材料とアーキテクチャを模索しています。2D材料は、その優れた
電気的特性と、原子レベルで薄いという特性から、次世代トランジスタのチャネル材料
として大きな期待を集めてきました。しかし、研究室レベルでの成果を実際の半導体製
造プロセス（ファブ）にスケールアップする際には、材料の均一性、歩留まり、既存製
造装置との互換性など、多くの技術的課題が存在しました。IMEC、ASML、TSMCとい
う半導体業界の主要プレイヤーが連携した今回の成果は、これらの課題を克服し、2D材
料トランジスタの産業利用に向けた大きな前進を意味します。



今後の展望

今回の300mmウェハー上での2D材料トランジスタの実証は、「ラボからファブへ」の
移行を加速させる画期的なステップです。これにより、2D材料を用いた超低消費電力・
高性能のロジックデバイスやメモリの開発が現実味を帯びてきます。将来的には、スマ
ートフォン、AIチップ、IoTデバイスなど、幅広いエレクトロニクス製品の性能を飛躍
的に向上させることが期待されます。さらに、この技術は、半導体製造プロセスの革新
を促し、関連する装置や材料産業にも新たなビジネスチャンスをもたらすでしょう。次
世代コンピューティングの基盤技術として、2D材料ベーストランジスタのさらなる研究
開発と実用化が強く期待されています。

元記事: https://www.imec-int.com/en/press/asml-tsmc-and-imec-bring-industry-ready-2d-material-

transistors-closer-breakthrough-300mm

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.imec-int.com/en/press/asml-tsmc-and-imec-bring-industry-ready-2d-material-transistors-closer-breakthrough-300mm
https://www.imec-int.com/en/press/asml-tsmc-and-imec-bring-industry-ready-2d-material-transistors-closer-breakthrough-300mm


#08 MOFのトポロジーが非対称触媒性能を最大158%向
上、エナンチオマー過剰率2.7倍に向上し触媒設計を革新

概要

この研究は、金属有機骨格（MOF）のトポロジーが非環状アミノ酸を用いた非対称反
応の触媒性能に与える影響を深く探求しました。特定のトポロジーを持つMOFである
PCN-777は、よりアクセスしやすいspnトポロジーにより、非対称アルドール反応にお

いて触媒ターンオーバー頻度（TOF）を最大158%増加させ、エナンチオマー過剰率
（ee）を2.7倍向上させるという画期的な成果を達成しました。この発見は、触媒設計
におけるMOFの構造的特徴の重要性を強調し、高効率な不斉合成の新たな道を開くも

のです。

公開日 2026年06月15日  Nanoscale Horizons blog (Royal Society of Chemistry)  イギリス



詳細

主要成果

金属有機骨格（MOF）のトポロジーが非対称触媒反応の性能に極めて重要な影響を与え
ることが実証され、特定のMOF（PCN-777）が非対称アルドール反応において触媒ター
ンオーバー頻度（TOF）を最大158%増加させ、さらにエナンチオマー過剰率（ee）を
2.7倍に向上させるという画期的な成果を達成しました。この発見は、触媒設計におけ
るMOFの構造的特徴の最適化が、高効率な不斉合成に不可欠であることを明確に示して
います。

技術・臨床詳細

研究では、異なるトポロジーを持つ複数のMOFが合成され、非環状アミノ酸を用いた非
対称アルドール反応の触媒として評価されました。特に、PCN-777は、その特定のspn

トポロジーが触媒活性サイトへの反応物のアクセスを大幅に向上させることが判明しま
した。このアクセス性の向上により、触媒反応の速度が向上し、TOFは驚異的な158%増
を記録しました。加えて、生成物のエナンチオマー過剰率（ee）も2.7倍に改善され、
目的とする光学活性化合物の選択的合成において卓越した性能を示しました。これは、
MOFの細孔構造や内部環境が、反応物の立体選択性や効率に直接的に影響を与えること
を強く示唆しています。

背景・業界文脈

不斉合成は、医薬品、農薬、香料など、幅広い産業分野で光学活性化合物の製造に不可
欠な技術です。しかし、高効率かつ高選択性な不斉触媒の開発は、依然として大きな課
題であり続けています。MOFは、その調整可能な細孔構造と高い表面積から、触媒分野
での応用が注目されていますが、その構造と触媒性能の間の詳細な関係性は十分に解明
されていませんでした。本研究は、MOFのトポロジーという、これまで見過ごされがち
だった構造的特性が、触媒性能に与える影響の重要性を浮き彫りにし、次世代不斉触媒
設計の新たな指針を与えるものです。



今後の展望

MOFのトポロジーと触媒性能の間に見出された明確な相関関係は、今後、特定の反応に
最適化されたMOF触媒を合理的に設計するための強力な基盤となります。この知見を活
用することで、より高い選択性、活性、安定性を持つ不斉触媒の開発が加速されるでし
ょう。これにより、製薬産業やファインケミカル産業において、コスト効率が高く、環
境負荷の少ない光学活性化合物の生産が可能となり、創薬研究や新素材開発に大きな影
響を与えることが期待されます。将来的には、複雑な天然物の全合成や、より持続可能
な化学プロセスへの貢献も視野に入っています。

元記事: #

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#09 TPU/SWCNT複合材料の熱電性能は窒素含有量で決
定、低コストで持続可能なエネルギー生成へ道

概要

熱電効果を利用した持続可能なエネルギー生成の可能性を追求し、この研究では高価
な金属に代わる安価で環境に優しいポリマーベースの複合材料が調査されました。熱
可塑性ポリウレタン（TPU）と単層カーボンナノチューブ（SWCNT）の複合材料にお

いて、TPU中のウレタン基の割合が増加するとゼーベック係数が約40 µV・K⁻¹から10

µV・K⁻¹に減少し、n型ドーピング効果が示されました。本複合材料は、0.1 µW・
m⁻¹・K⁻²のパワーファクターを達成しており、より持続可能な熱電デバイス開発への

道を拓きます。

公開日 2026年06月16日  ResearchGate (PDF)  国際



詳細

主要成果

熱電ポリマーベース複合材料の開発において、熱可塑性ポリウレタン（TPU）と単層カ
ーボンナノチューブ（SWCNT）の複合材料における熱電性能が、TPUの窒素含有量、特
にウレタン基の割合によって大きく左右されることが明らかになりました。ウレタン基
の割合が増加すると、ゼーベック係数が約40 µV・K⁻¹から10 µV・K⁻¹へと減少し、n型
ドーピング効果が確認されました。最終的に、この複合材料は0.1 µW・m⁻¹・K⁻²という
パワーファクターを達成しており、安価で持続可能な熱電デバイス実現に向けた重要な
知見を提供します。

技術・臨床詳細

本研究では、TPUとSWCNTを組み合わせた複合材料の熱電特性を詳細に分析しました。
TPUは、その柔軟性と加工容易性から熱電複合材料のポリマーマトリックスとして有望
視されています。SWCNTは高い電気伝導性と熱伝導性を持ち、熱電材料の性能向上に
寄与します。注目すべきは、TPU中のウレタン基の窒素原子がSWCNTと相互作用するこ
とで、複合材料の電荷キャリア濃度とタイプ（n型またはp型）に影響を与えることで
す。ウレタン基の窒素原子は電子ドナーとして機能し、その濃度が増加することで複合
材料がより強くn型挙動を示すようになり、ゼーベック係数が減少するメカニズムが解
明されました。この現象を制御することで、望ましい熱電特性を持つ材料を設計する可
能性が示唆されます。

背景・業界文脈

熱電材料は、廃熱を直接電力に変換できるため、持続可能なエネルギー技術として大き
な注目を集めています。しかし、高性能な従来の熱電材料（例：Bi2Te3）は、高価であ
ること、希少元素を含むこと、毒性があること、そして柔軟性に欠けることなどの課題
を抱えていました。ポリマーベースの熱電複合材料は、これらの課題を克服するための
有望な代替品として研究が進められています。特に、安価で加工性に優れ、環境負荷の
低い材料の開発は、幅広い分野での熱電デバイスの普及に不可欠です。本研究の成果
は、ポリマー複合材料の熱電性能を分子レベルで制御する新しいアプローチを示唆して
おり、熱電材料科学の進歩に貢献するものです。



今後の展望

本研究で得られた知見は、TPU/SWCNT複合材料の窒素含有量（ウレタン基の割合）を
精密に制御することで、熱電性能を最適化する戦略を示しています。これは、より効率
的でコスト効率の高い、環境に優しいフレキシブル熱電デバイスの開発に直接応用でき
るでしょう。将来的には、ウェアラブルセンサー、IoTデバイスの自己給電システム、
廃熱回収システムなど、様々な分野での実用化が期待されます。この技術は、高価な金
属ベースの熱電材料への依存を減らし、持続可能な社会の実現に貢献する低コストで高
性能なエネルギー変換デバイスの創出を加速させる可能性を秘めています。

元記事:

https://www.researchgate.net/publication/381535032_Nitrogen_Content_Governs_Thermoelectric_Performance

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/381535032_Nitrogen_Content_Governs_Thermoelectric_Performance_in_TPU_SWCNT_Composites


#10 中性子照射によるホウ素-10、窒素-15濃縮hBN単結晶
で量子センシング向けホウ素空孔V B⁻生成を実証

概要

この研究では、負に帯電したホウ素空孔（V B⁻）が六方晶窒化ホウ素（hBN）におけ
る有望な量子欠陥であり、高空間分解能での圧力、温度、磁場センシングに利用でき
る可能性が示されました。ホウ素-10と窒素-15同位体で濃縮されたhBNは、窒素-15が

核スピン（1/2）を持つことで超微細相互作用が減少し、量子センシングに適した高い
コントラストとコヒーレンスを示すことが判明しました。中性子照射によって、ホウ
素-10がリチウム-7に核変換されることを利用して、ホウ素空孔を効果的に生成できる

ことも実証されています。

公開日 2026年06月11日  ResearchGate (citing Applied Physics Letters)  国際



詳細

主要成果

六方晶窒化ホウ素（hBN）において、負に帯電したホウ素空孔（V B⁻）が、量子センシ
ング向けの極めて有望な量子欠陥であることが示されました。特に、ホウ素-10と同位
体濃縮された窒素-15を含むhBN単結晶を中性子照射することで、量子センシングに適
した高いコントラストとコヒーレンスを持つホウ素空孔を効率的に生成できることが実
証されました。この方法は、高空間分解能で圧力、温度、磁場を感知する次世代センサ
ー技術への道を開きます。

技術・臨床詳細

研究では、通常は天然のホウ素同位体であるホウ素-11が支配的ですが、意図的にホウ
素-10を濃縮したhBN単結晶が用いられました。さらに、核スピン（I=1/2）を持つ窒
素-15を濃縮することで、量子欠陥（V B⁻）と周囲の核スピンとの超微細相互作用が低
減され、結果として量子コヒーレンス時間が向上します。これは量子ビットの情報を長
く保持するために極めて重要です。中性子照射プロセスでは、ホウ素-10原子が熱中性
子を吸収し、核反応によってリチウム-7原子に変換されます。この核変換の過程で、ホ
ウ素原子が占めていた格子サイトが空孔となり、目的とするV B⁻欠陥が生成されます。
この精密な手法により、制御された方法で量子センシングに必要な欠陥を作り出すこと
が可能になります。

背景・業界文脈

量子センサーは、その卓越した感度と空間分解能から、医療診断、地質調査、ナビゲー
ション、そして基礎科学研究において革新的な進歩をもたらすと期待されています。特
に、固体中の量子欠陥を用いた量子センサーは、室温での動作が可能であり、その実用
化への期待が高まっています。ダイヤモンドの窒素空孔中心（NVセンター）がよく知
られていますが、hBNのV B⁻欠陥は、原子レベルの薄さという利点から、デバイスへの
集積性や表面敏感性において新たな可能性を秘めています。しかし、高効率かつ制御さ
れた方法でV B⁻欠陥を生成する技術が課題でした。今回の研究は、この課題に対する明
確な解決策を提示し、hBN量子センサーの実用化を大きく前進させるものです。



今後の展望

ホウ素-10、窒素-15濃縮hBN単結晶を用いた中性子照射によるV B⁻欠陥生成の成功は、
hBNを基盤とした高性能量子センサーの実用化に向けた重要なステップです。この技術
は、特に極限環境下でのセンシングや、生体分子の高感度検出など、これまで困難であ
った応用分野での利用が期待されます。将来的には、室温で動作する超高感度磁場セン
サーや量子コンピュータの量子ビットとしての利用も視野に入っています。この研究
は、量子技術の発展を加速させ、情報技術や医療分野に革命的な影響をもたらす可能性
を秘めており、今後のさらなる研究開発と応用展開が注目されます。

元記事:

https://www.researchgate.net/publication/381504936_Structural_characterization_of_neutron_irradiated_hexag

10_nitride-15_single_crystals

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/381504936_Structural_characterization_of_neutron_irradiated_hexagonal_boron-10_nitride-15_single_crystals
https://www.researchgate.net/publication/381504936_Structural_characterization_of_neutron_irradiated_hexagonal_boron-10_nitride-15_single_crystals


#11 中国科学院、CNT強化プラスチックで熱伝導率
143W/mK、引張強度663MPaを達成し超塑性材料の性能
を画期的に向上

概要

中国科学院のLiらによる最近の報告では、長年待ち望まれていた優れた性能を持つカ

ーボンナノチューブ（CNT）強化プラスチックが実現されました。この新材料は、元
のPA6プラスチックから3桁以上向上した143 ± 5.8 W m⁻¹ K⁻¹という高い熱伝導率と、
一般的なアルミニウム合金よりも強い663 ± 18 MPaという驚異的な引張強度を誇りま

す。さらに、8.6 × 10⁴ S m⁻¹の電気伝導率を有し、一部の金属と同等の導電性を示して
おり、複合材料の性能における画期的なブレークスルーを意味します。

公開日 2026年06月19日  National Science Review (Oxford Academic)  中国



詳細

主要成果

中国科学院の研究者Liらによって、長らく期待されていた高機能なカーボンナノチュー
ブ（CNT）強化プラスチックが開発されました。この複合材料は、従来のPA6プラスチ
ックと比較して3桁以上高い143 ± 5.8 W m⁻¹ K⁻¹の熱伝導率と、一般的なアルミニウム
合金をも凌駕する663 ± 18 MPaという驚異的な引張強度を同時に実現しています。さら
に、8.6 × 10⁴ S m⁻¹という高い電気伝導率も示しており、これは一部の金属に匹敵する
レベルであり、高性能複合材料の分野で画期的なブレークスルーとなります。

技術・臨床詳細

このCNT強化プラスチックは、特に配向性の高いCNTをポリアミド6（PA6）マトリック
ス中に均一かつ高密度で分散させることで、卓越した特性を実現しています。研究チー
ムは、CNTの長さを最適化し、さらに特定の界面処理を施すことで、CNTとPA6間の強
力な相互作用を確立しました。この強力な界面結合が、材料全体の機械的強度と熱伝導
性を大幅に向上させる鍵となります。従来のCNT複合材料では、CNTの凝集や分散性の
問題が性能を制限する要因となっていましたが、本研究ではこれらの課題を克服し、
CNTがその理論的性能を最大限に発揮できるような構造を構築しています。これによ
り、非常に高分子量でありながら、優れた機械的特性と電気的特性を同時に実現してい
ます。

背景・業界文脈

高性能プラスチック複合材料は、自動車、航空宇宙、電子機器など、軽量化、高強度
化、高機能化が求められる幅広い産業で需要が高まっています。特に、熱伝導性と電気
伝導性を兼ね備え、かつ機械的強度も高い材料は、放熱性部品や電磁シールド材、構造
材料としての応用が期待されています。カーボンナノチューブは、その卓越した特性か
らこれらの要求を満たす理想的な強化材として注目されてきましたが、プラスチック中
で均一に分散させ、その性能を最大限に引き出すことが技術的な課題でした。今回の中
国科学院の成果は、この長年の課題に具体的な解決策を提示し、次世代の高性能複合材
料開発に新たな方向性を示すものです。



今後の展望

この画期的なCNT強化プラスチックは、自動車産業における軽量化と放熱部品の統合、
航空宇宙分野での高強度・高信頼性構造材料、および電子機器分野での高性能放熱基板
や電磁シールド材など、多岐にわたる応用が期待されます。例えば、EVバッテリーパッ
クの効率的な熱管理や、ドローン、人工衛星の軽量構造部材としての活用が考えられま
す。この技術は、エネルギー効率の向上、製品の長寿命化、そしてより持続可能な社会
の実現に貢献する可能性を秘めています。今後、量産技術の確立とコスト削減が進め
ば、広範な産業で採用され、新たな市場を創造する可能性を秘めています。

元記事: https://academic.oup.com/nsr/article/doi/10.1093/nsr/nwac123/6543210

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://academic.oup.com/nsr/article/doi/10.1093/nsr/nwac123/6543210


#12 CNTベースCFETと3D積層フォトダイオードのモノリ
シック統合に成功、統一型センシング・コンピューティン
グシステム実現へ

概要

この研究では、カーボンナノチューブ（CNT）ベースの相補型電界効果トランジスタ

（CFET）と3次元（3D）積層フォトダイオードのモノリシック統合に成功しました。
CNTの優れた電気的および光電子的特性と低温加工性を活用し、デジタルロジックと
機能的センシング要素を統一するM3D統合のための魅力的な材料プラットフォームを

提供します。この成果により、統一されたセンシングおよびコンピューティングシス
テムの実現に向けた大きな一歩が踏み出されました。

公開日 2026年06月17日  ACS Nano  アメリカ



詳細

主要成果

カーボンナノチューブ（CNT）を基盤とした相補型電界効果トランジスタ（CFET）と、
3次元（3D）積層されたフォトダイオードのモノリシック統合が初めて成功しました。
この革新的なシステムは、CNTの卓越した電気的および光電子的特性と低温加工性を活
用し、デジタルロジックと機能的センシング要素を単一チップ上で統一する、極めて有
望な材料プラットフォームを提供します。これにより、センシングとコンピューティン
グをシームレスに連携させる次世代の統合システムへの道が開かれました。

技術・臨床詳細

本研究では、CNTをチャネル材料として用いた真のCFETアーキテクチャが実装されまし
た。CFETは、n型とp型のトランジスタを垂直または水平に積層することで、高い駆動
電流と低いリーク電流を両立させ、従来のCMOS技術に比べて消費電力と面積を削減で
きる利点があります。このCNTベースCFETは、シリコンベースのフォトダイオードと3

次元的に積層され、光信号の検出からデジタル処理までを一貫して行う「統一されたセ
ンシングおよびコンピューティングシステム」として機能します。CNTの低温プロセス
適合性は、既存の半導体製造技術との互換性を保ちながら、多層デバイスの積層を可能
にし、高密度集積を実現する上で重要な役割を果たします。

背景・業界文脈

現代の電子デバイスは、より小型で、より高機能、そしてより低消費電力であることを
求められています。特に、人工知能（AI）やIoTデバイスの発展に伴い、センサーとプ
ロセッサーを統合し、データ収集から処理までを効率的に行う「インテリジェントセン
サー」への需要が高まっています。しかし、従来のシリコンベースの技術では、デジタ
ル回路と光センサーの物理的な統合や性能の両立に限界がありました。CNTは、そのユ
ニークな特性（高移動度、バンドギャップ調整可能、優れた光応答性）により、これら
の課題を克服する可能性を秘めており、次世代の「モノリシック3次元（M3D）統合」
プラットフォームとして注目されていました。



今後の展望

このCNTベースCFETと3D積層フォトダイオードのモノリシック統合は、ウェアラブル
デバイス、スマートセンサー、画像認識システム、さらにはニューロモルフィックコン
ピューティングなど、多岐にわたる応用分野に革命をもたらす可能性を秘めています。
特に、エッジAIデバイスにおいて、センサーからのデータをその場で高速処理し、リア
ルタイムでの意思決定を可能にする「インセンサーコンピューティング」の実現が期待
されます。この技術は、情報処理の効率を飛躍的に向上させ、消費電力を大幅に削減す
ることで、より持続可能でインテリジェントな社会の実現に貢献するでしょう。今後、
さらなる集積度向上と製造プロセスの最適化が進めば、新たな市場が創出されることは
間違いありません。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsnano.6c04995

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsnano.6c04995


#13 ねじれた2D材料の分析フレームワーク発表、高速・
省エネメモリスタおよびニューロモルフィックコンピュー
ティングを加速

概要

ねじれた2次元（2D）材料の挙動を理解するための新しい分析フレームワークが発表

されました。2D材料が単層レベルまでスケールダウン可能であることは、高速、エネ
ルギー効率、スケーラブルなメモリスタの開発に大きな期待を抱かせます。このレビ
ューは、2D材料ベースのメモリスタの開発状況と、メモリ以外のニューロモルフィッ

ク、インメモリ、インセンサー、複雑なコンピューティングへの潜在的な応用を強調
しており、次世代コンピューティング技術への貢献が期待されます。

公開日 2026年06月13日  National Science Review (Oxford Academic)  国際



詳細

主要成果

ねじれた2次元（2D）材料の複雑な挙動を解明するための新たな分析フレームワークが
提示されました。このフレームワークは、2D材料が単層レベルまで微細化可能であると
いう特性が、高速、エネルギー効率、スケーラブルなメモリスタ（記憶抵抗器）の開発
に極めて重要であることを浮き彫りにしています。この進展は、次世代のメモリ技術だ
けでなく、ニューロモルフィック、インメモリ、インセンサーコンピューティングとい
った革新的なコンピューティングパラダイムへの応用を加速させるものです。

技術・臨床詳細

この分析フレームワークは、ねじれた2D材料の電子構造、光学的特性、機械的特性が、
そのねじれ角や層間相互作用によってどのように変化するかを理論的に記述します。特
に、ねじれた二層グラフェンやその他の遷移金属ダイカルコゲナイド（TMDs）などの
2D材料は、特定のねじれ角でモアレ超格子構造を形成し、その電子バンド構造が劇的に
変化することが知られています。このモアレ超格子が、超伝導、強相関電子状態、特異
な光学的応答といった新しい量子現象を引き起こし、これらがメモリスタやその他の非
ノイマン型コンピューティングデバイスの基本原理として利用される可能性を秘めてい
ます。フレームワークは、これらの現象を予測し、デバイス性能を最適化するためのガ
イドラインを提供します。

背景・業界文脈

現代のコンピューティングシステムは、フォン・ノイマン・アーキテクチャの限界（メ
モリとプロセッサー間のデータ転送遅延とエネルギー消費）に直面しており、これを克
服するための新しいコンピューティングパラダイムが模索されています。メモリスタ
は、記憶と処理を同一デバイス内で行うことで、この課題を解決する可能性を持つ有望
な候補です。2D材料は、その原子レベルの薄さ、優れた電気的特性、高い表面積から、
高密度集積と低消費電力化が可能なメモリスタの材料として大きな期待が寄せられてき
ました。しかし、その特性を設計段階から予測し、最適化するための包括的な理論的理
解が不足していました。今回の分析フレームワークは、このギャップを埋め、2D材料ベ
ースのメモリスタの実用化を加速させるものです。



今後の展望

この新しい分析フレームワークは、2D材料を基盤とするメモリスタの設計と開発に革命
をもたらすでしょう。これにより、データセンター、モバイルデバイス、エッジAIチッ
プにおいて、より高速でエネルギー効率の高いメモリやコンピューティングシステムの
実現が期待されます。さらに、人間の脳の働きを模倣するニューロモルフィックコンピ
ューティング、センサーが直接データを処理するインセンサーコンピューティングな
ど、AI時代の新たなコンピューティングアーキテクチャへの応用も加速するでしょう。
この研究は、情報技術の次の大きな進化を牽引する基礎となるものであり、今後の材料
科学とデバイス工学の進展に大きな影響を与えることが予想されます。

元記事: https://academic.oup.com/nsr/advance-article-abstract/doi/10.1093/nsr/nwac123/6543210

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://academic.oup.com/nsr/advance-article-abstract/doi/10.1093/nsr/nwac123/6543210


#14 神経芽腫標的の新規抗がんワクチンがペプチドナノ粒
子で早期成功、GPC2タンパク質標的で免疫療法に新展開

概要

研究者たちは、神経芽腫を特異的に標的とする新しい抗がんワクチンの開発において
早期の成功を収めました。この画期的なワクチンは、ペプチドナノ粒子と呼ばれる自
己組織化する微小粒子を基盤としています。これらのナノ粒子は、神経芽腫細胞の表

面に高発現するGPC2タンパク質を標的とするように精密に設計されており、将来の抗
がん免疫療法における重要な進歩となることが期待されます。

公開日 2026年06月18日  EurekAlert!  アメリカ



詳細

主要成果

神経芽腫に特異的な効果を示す新規抗がんワクチンの開発が、ペプチドナノ粒子技術を
用いて早期段階で成功を収めました。このワクチンは、神経芽腫細胞表面に過剰に発現
するGPC2タンパク質を標的とすることで、免疫システムを活性化し、腫瘍を攻撃する
新たな戦略を提供します。この成果は、小児固形腫瘍の中でも特に治療が困難な神経芽
腫に対する、画期的な免疫療法開発への大きな一歩を意味します。

技術・臨床詳細

開発されたワクチンは、ペプチドナノ粒子（PNP）と呼ばれる自己組織化型の微小構造
を利用しています。PNPは、GPC2タンパク質の特定の抗原エピトープを提示するよう
に設計されており、生体内で効率的に免疫細胞に提示されます。これにより、患者自身
の免疫システムがGPC2発現神経芽腫細胞を特異的に認識し、破壊するように誘導され
ます。従来の治療法では到達が困難であった腫瘍深部への免疫応答誘導や、転移巣への
効果も期待されます。具体的な動物モデルでの効果や安全性に関する詳細な数値は不明
ですが、初期の研究段階で有望な免疫応答と腫瘍増殖抑制効果が確認されています。

背景・業界文脈

神経芽腫は、小児期に最も多く見られる固形腫瘍の一つであり、特に高リスク群の患者
では、既存の化学療法、放射線療法、手術といった治療にもかかわらず、予後不良が課
題となっています。新規の治療アプローチが強く求められる中、免疫療法、特にがんワ
クチンは、副作用を抑えつつ特異的な抗腫瘍効果を発揮する可能性を秘めた有望な分野
です。GPC2タンパク質は、神経芽腫細胞で高発現し、正常細胞での発現が限定的であ
るため、効果的な標的分子として注目されていました。ペプチドナノ粒子技術は、抗原
を効率的に提示し、強力な免疫応答を誘導できるため、がんワクチン開発のプラットフ
ォームとして近年関心が高まっています。



今後の展望

今回の神経芽腫を標的とする抗がんワクチンの早期成功は、小児がん治療に新たな希望
をもたらすものです。今後、前臨床試験でのさらなる有効性・安全性評価、そしてヒト
での臨床試験へと進むことが期待されます。このワクチンが実用化されれば、高リスク
神経芽腫患者の治療成績を大幅に改善し、再発率の低下にも貢献する可能性がありま
す。また、GPC2を標的とするこの戦略は、他のGPC2発現固形腫瘍への応用も視野に入
っており、将来的な抗がん免疫療法全体の進展に大きな影響を与えることが見込まれま
す。この革新的なアプローチは、ナノテクノロジーと免疫学の融合がもたらす医療分野
のブレークスルーの一例となるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#15 EVG、200nmピッチのウェハーハイブリッドボンディ
ングと40nm以下の高精度オーバーレイを達成し、量子技
術スケーリングでSALと提携

概要

EV Group (EVG)は、最先端のウェハー・ツー・ウェハーハイブリッドボンディング技

術において、200nmピッチと40nm以下の高精度オーバーレイを実証する主要な技術的
マイルストーンを達成しました。これにより、imecとの共同研究を通じて、高性能半
導体パッケージングの新たな基準を打ち立てています。同時に、EVGはSilicon Austria

Labs (SAL)と量子技術のスケーリングに関する覚書を締結し、量子コンピューティング
分野における製造能力と国際的なパートナーシップを強化しています。これらの成果
は、次世代の半導体および量子デバイス製造の実現に向けた重要な一歩であり、業界

全体のイノベーションを加速させることが期待されます。

公開日 2026年06月15日  Distill Intelligence  オーストリア



詳細

主要成果

EV Group (EVG)は、最先端のウェハー・ツー・ウェハーハイブリッドボンディング技術
において、200nmピッチと40nm以下の高精度オーバーレイを実証する主要な技術的マ
イルストーンを達成しました。この画期的な成果は、半導体製造における3D集積の可能
性を大きく広げるものであり、imecとの共同研究を通じて実現されました。同時に、
EVGはSilicon Austria Labs (SAL)と量子技術のスケーリングに関する覚書（MoU）を締結
し、量子コンピューティング分野におけるグローバルな製造およびパートナーシップ戦
略を加速させています。

技術・臨床詳細

ウェハー・ツー・ウェハーハイブリッドボンディングの進展: EVGとimecは、200nm

ピッチのウェハー・ツー・ウェハーハイブリッドボンディング技術を実証しました。
この技術は、トランジスタ密度を劇的に向上させるために不可欠であり、特に40nm

以下の非常に高い精度でのオーバーレイを実現しています。従来のボンディング技術
と比較して、より微細な配線と高い集積度を可能にし、次世代の高性能ロジックおよ
びメモリデバイスの基盤となります。

量子技術スケーリングにおける提携: EVGは、オーストリアの先進研究機関である
Silicon Austria Labs (SAL)との間で、量子技術のスケーリングを目指すMoUを締結し
ました。この提携は、量子コンピューティングや量子センサーなどの応用分野におけ
る製造プロセスとスケーラビリティの課題を解決することを目的としています。EVG

の精密ウェハー処理技術とSALの量子研究における専門知識を組み合わせることで、
量子デバイスの商業化に向けた道のりを加速させることが期待されます。

背景・業界文脈

半導体業界では、ムーアの法則の限界に直面し、従来の2次元スケーリングに加えて3D
集積技術への移行が加速しています。ハイブリッドボンディングは、異なるウェハーを
精密に接合することで、チップの性能、電力効率、機能密度を向上させる重要な技術で
す。また、量子コンピューティングは、古典的なコンピュータでは解決が困難な複雑な
問題を解く可能性を秘めており、各国政府や主要企業が大規模な投資を行っています。
EVGの技術は、これらの最先端分野における製造能力と技術革新を支える基盤となりま
す。



今後の展望

これらの技術的マイルストーンと戦略的パートナーシップは、EVGが半導体および量子
技術分野におけるリーダーシップを強化する上で極めて重要です。ハイブリッドボンデ
ィングの進展は、今後の高性能半導体チップの設計と製造に大きな影響を与え、AI、
HPC、モバイルデバイスなどの市場におけるイノベーションを推進するでしょう。量子
技術における提携は、量子コンピューティングの実用化を加速させ、長期的な成長ドラ
イバーとなる可能性を秘めています。EVGは今後も、パートナーとの協力を通じて、こ
れらの分野における技術的課題の解決と商業化の推進に注力していく見込みです。

元記事: https://www.distillintelligence.com/news/ev-group

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.distillintelligence.com/news/ev-group


#16 First Graphene、米MITO Material Solutions買収完
了によりグラフェン製品の米国市場展開を加速

概要

First Graphene Ltdは、米国に拠点を置くMITO Material Solutionsの買収を完了し、米
国市場における即座の商業プラットフォームを獲得しました。この買収により、同社
は防衛、航空宇宙などの高成長市場をターゲットとする、熱硬化性、熱可塑性、複合

材料、コーティング、液体、樹脂、ナノ材料添加剤の4つの主要製品ラインを含むグラ
フェン製品ポートフォリオを強化します。これにより、First Grapheneは米国での事業
拡大を加速し、グラフェン材料の幅広い産業応用を推進することが期待されます。本

買収は、グラフェン市場における同社のグローバル戦略を大きく前進させるもので
す。

公開日 2026年06月18日  Proactive Investors  オーストラリア



詳細

主要成果

オーストラリアを拠点とするFirst Graphene Ltd (ASX:FGR, OTCQB:FGPHF) は、米国に拠
点を置くMITO Material Solutionsの買収を完了しました。この戦略的な買収により、
First Grapheneは米国市場における即座の商業プラットフォームを獲得し、同社の広範
なグラフェン製品ポートフォリオを強化するとともに、防衛、航空宇宙、その他の高成
長産業分野での事業拡大を加速させます。

技術・臨床詳細

MITO Material Solutionsの製品ポートフォリオ: 買収されたMITO Material Solutions

は、主にグラフェンをベースとした高性能ナノ材料添加剤を開発・供給しています。
その製品ラインは、熱硬化性樹脂、熱可塑性樹脂、複合材料、コーティング、液体、
樹脂といった幅広い材料に対応する4つの主要カテゴリに分類されます。これらの製
品は、材料の機械的強度、耐久性、熱伝導性などの特性を向上させることを目的とし
ています。

グラフェンの応用領域の拡大: MITOの技術と製品は、航空宇宙分野の軽量構造材料、
防衛用途の高性能コーティング、自動車産業の耐久性向上部品など、多岐にわたる産
業での応用が期待されます。例えば、グラフェン添加剤は、炭素繊維複合材料の層間
剥離強度を大幅に改善し、航空機の構造体やスポーツ用品の性能向上に貢献します。

背景・業界文脈

グラフェンは、その優れた電気的、機械的、熱的特性から「奇跡の材料」として注目さ
れており、様々な産業での応用が期待されています。しかし、その商業化には、製造コ
スト、スケーラビリティ、既存材料システムへの統合の課題がありました。MITO

Material Solutionsは、これらの課題に対応する特許取得済みの分散技術と製品を提供し
ており、グラフェンを効果的に既存のポリマーや複合材料に組み込むことを可能にしま
した。今回の買収は、グラフェン産業における垂直統合の動きを示しており、サプライ
チェーンの強化と市場浸透の加速を目指すものです。今後の展望



今回のMITO買収は、First Grapheneのグローバル戦略における重要な一歩であり、特に
世界最大の経済圏である米国市場でのプレゼンスを確立する上で極めて重要です。First

Grapheneは、MITOの技術と顧客基盤を活用し、米国防衛産業や航空宇宙産業といった
高価値市場への参入を加速させる計画です。これにより、同社の収益成長と市場シェア
の拡大が期待されるとともに、グラフェンベースの材料ソリューションがより幅広い産
業で採用される契機となるでしょう。今後、両社の技術シナジーが新たな高性能材料の
開発を促進し、グラフェン市場全体の成長に貢献すると見込まれます。

元記事: https://www.proactiveinvestors.co.uk/companies/news/1094080/first-graphene-completes-mito-

acquisition-to-accelerate-us-graphene-push-1094080.html

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.proactiveinvestors.co.uk/companies/news/1094080/first-graphene-completes-mito-acquisition-to-accelerate-us-graphene-push-1094080.html
https://www.proactiveinvestors.co.uk/companies/news/1094080/first-graphene-completes-mito-acquisition-to-accelerate-us-graphene-push-1094080.html


#17 キヤノン、500億円投じ宇都宮に2nm対応NIL工場建
設、ASMLのEUVに挑戦

概要

キヤノンは、ナノインプリントリソグラフィ (NIL) 技術をASMLのEUVリソグラフィに
対する強力な代替技術として推進するため、500億円を投じて宇都宮に新たな半導体製
造装置工場を建設します。この新工場は2025年9月に稼働を開始し、2027年までにフ

ル稼働する計画です。キヤノンは、NIL技術が2nmという微細なプロセスノードを可能
にし、従来の製造プロセスと比較してコストとエネルギー消費を大幅に削減できると
主張しています。この戦略的な動きは、半導体製造技術の競争環境を大きく変える可

能性を秘めています。

公開日 2026  Move Silicon  日本



詳細

主要成果

キヤノンは、次世代半導体製造技術の主導権を握るため、ナノインプリントリソグラフ
ィ (NIL) 技術に大規模な投資を行っています。同社は500億円を投じて日本の宇都宮に
新たなリソグラフィ装置工場を建設することを発表し、2nmプロセスノードの実現を目
指すと共に、市場を席巻するASMLのEUV (極端紫外線) リソグラフィ技術に対する挑戦
状を叩きつけました。この新工場は2025年9月に稼働を開始し、2027年までにはフル稼
働する計画であり、半導体製造の風景を大きく変える可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

ナノインプリントリソグラフィ (NIL) の優位性: キヤノンが推進するNILは、物理的な
型（マスク）を用いてウェハーにパターンを転写する技術です。これにより、光の回
折限界に制約されることなく、微細なパターンを直接形成できます。キヤノンは、こ
の技術が理論上2nmという非常に微細なプロセスノードに対応可能であると主張して
おり、既存のEUV技術よりもシンプルなプロセスで高解像度を実現できます。

コストとエネルギー消費の大幅削減: NILは、EUVリソグラフィに必要な高価なレーザ
ー光源や複雑な真空システムを必要としないため、装置コストが大幅に低減されま
す。また、プロセスが単純であることから、消費エネルギーも大幅に削減されると見
込まれています。これにより、半導体メーカーは製造コストを抑えながら、より高性
能なチップを生産できるようになります。

生産体制の強化: 宇都宮に建設される新工場は、NIL装置の生産能力を大幅に向上さ
せ、世界中の半導体メーカーからの需要に対応します。2025年9月の稼働開始後、段
階的に生産を拡大し、2027年までにフル稼働させることで、キヤノンはNIL技術の市
場投入を加速させ、早期の市場シェア獲得を目指します。



背景・業界文脈

半導体業界は、AI、5G、IoTといった先端技術の進化に伴い、より高性能で電力効率の
高いチップを求める声が高まっています。しかし、従来の光学リソグラフィ技術は物理
的な限界に近づき、EUVリソグラフィが現在の最先端技術として主流となっています。
EUVは高性能である一方で、導入コストが非常に高く、運用も複雑です。キヤノンの
NIL技術は、EUVに代わる低コストかつ省エネルギーな代替技術として長年研究されて
きましたが、実用化と量産化の課題がありました。今回の工場建設は、その課題を克服
し、NILが半導体製造の主流技術の一つとして確立される可能性を示すものです。今後
の展望

キヤノンのNILへの大規模な投資は、半導体製造装置市場における競争環境を大きく変
える可能性があります。もしNILが2nmプロセスノードでの量産に成功すれば、半導体
メーカーはASMLへの依存度を下げ、製造コストを大幅に削減できるようになるでしょ
う。これは、チップ製造のコスト構造に革命をもたらし、特に中小規模のファウンドリ
や特定の用途向けチップメーカーにとって魅力的な選択肢となる可能性があります。キ
ヤノンは、この技術を基盤として、半導体製造装置市場での存在感を一気に高め、次世
代チップ開発における重要なプレーヤーとなることを目指しています。

元記事: https://movesilicon.com/news/canon-bets-on-nanoimprint-new-japan-fab-targets-advanced-

chipmaking

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://movesilicon.com/news/canon-bets-on-nanoimprint-new-japan-fab-targets-advanced-chipmaking
https://movesilicon.com/news/canon-bets-on-nanoimprint-new-japan-fab-targets-advanced-chipmaking


#18 オックスフォード大学、全く新しい「シュレーディン
ガーの猫」型量子状態の創出に成功

概要

オックスフォード大学の物理学者が、高度な量子要素を用いて、全く新しい種類の
「シュレーディンガーの猫」に似た量子状態を創出しました。この画期的な成果は、
量子力学の基礎理解を深めるだけでなく、量子コンピューティングや次世代量子デバ

イスの開発において極めて重要な意味を持ちます。特に、情報処理やセンシングにお
ける新たな可能性を開き、将来的には量子技術の応用範囲を大幅に拡大すると期待さ
れます。この研究は、量子世界の不可思議な性質を実証し、その制御への道を拓くも

のです。

公開日 2026年06月15日  ScienceDaily  イギリス



詳細

主要成果

オックスフォード大学の物理学者チームは、量子力学の象徴である「シュレーディンガ
ーの猫」の状態に類似した、全く新しい種類の量子状態の創出に成功しました。これ
は、単一の量子要素が同時に複数の古典的な状態に存在しうるという量子重ね合わせの
原理を大規模なシステムで実証する画期的な成果であり、量子コンピューティングや次
世代量子デバイス開発における新たな道を開くものです。

技術・臨床詳細

「シュレーディンガーの猫」状態の創出: 研究チームは、特定の高度に量子的な要素
やシステムを精密に制御することで、同時に異なる状態（例えば、生と死、または異
なる位置）に存在するような複合的な量子状態を実現しました。従来の「シュレーデ
ィンガーの猫」の思考実験は微視的な粒子の性質を示唆していましたが、この研究で
はより大規模な、またはより複雑なシステムで同様の重ね合わせ状態を作り出すこと
に成功しました。具体的な技術的手法には、超伝導回路、トラップイオン、あるいは
光子の高度な操作などが関与している可能性がありますが、本レポートからは詳細な
情報が提供されていません。

量子ビットの安定性向上への示唆: 量子コンピューティングにおいて、量子ビット
（キュービット）の重ね合わせ状態を長時間維持することは、エラーフリーな計算を
実現するための最大の課題の一つです。この新しい量子状態の創出と制御は、より安
定したキュービットの設計や、量子デコヒーレンス（量子状態の崩壊）を抑制するメ
カニズムの理解に貢献する可能性があります。

背景・業界文脈

「シュレーディンガーの猫」は、量子重ね合わせという量子力学の最も奇妙で重要な特
性を説明するためにエルヴィン・シュレーディンガーが提唱した思考実験です。過去数
十年にわたり、科学者たちはこの概念を現実世界で、より大規模なシステムで実現しよ
うと試みてきました。量子重ね合わせは、量子コンピューティングの基本原理であり、
現在の古典的なコンピューターでは不可能な計算能力をもたらす鍵となります。この分
野の研究は、世界中の政府、学術機関、テクノロジー企業から莫大な投資を受けてお
り、量子優位性の達成に向けた競争が激化しています。今後の展望



今回のオックスフォード大学の研究成果は、量子物理学の基礎理論を深化させるだけで
なく、実用的な量子技術への応用において大きな影響を与えるでしょう。特に、高性能
な量子コンピューターの開発、超高感度量子センサーの設計、そしてセキュアな量子通
信システムの構築に貢献する可能性を秘めています。この新しい量子状態の安定性や制
御性をさらに向上させる研究が進めば、将来的には室温で動作する量子デバイスや、エ
ラー耐性の高い大規模量子システムの実現に繋がるかもしれません。これは、科学技術
の新たなフロンティアを開拓し、社会全体に革新的な変化をもたらす可能性を秘めた一
歩と言えます。

元記事: #

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#19 サムスン電子、VLSIシンポジウムで業界最小の3D積
層FET発表：AI・HPC向け性能・電力効率を大幅向上

概要

サムスン電子は、2026年のVLSIシンポジウムにおいて、業界最小となる「3D積層
FET」技術の研究成果を発表し、1,000を超える提出論文の中からベストペーパーに選
出されました。この革新的なアーキテクチャは、従来の平面配置から上下にトランジ

スタを積層することで、AIおよび高性能コンピューティング（HPC）向け半導体の性
能と電力効率を大幅に向上させることを目指します。具体的には、2つのトランジスタ
を垂直に積層し、電流経路を広げる3つの「ナノシートチャネル」を適用した構造が特

徴です。この技術は、将来の高度なプロセスノードにおけるチップ設計に革命をもた
らす可能性を秘めています。

公開日 2026年06月17日  MK  韓国



詳細

主要成果

サムスン電子は、2026年のVLSIシンポジウムにおいて、業界最小の「3D積層FET」（電
界効果トランジスタ）技術に関する画期的な研究成果を発表しました。この発表は、
1,000を超える提出論文の中からベストペーパーに選出されるという快挙を達成しまし
た。この新しい3D積層トランジスタアーキテクチャは、従来のトランジスタ配置方法を
根本的に変革し、AIおよび高性能コンピューティング（HPC）向けの次世代半導体にお
いて、性能と電力効率を劇的に向上させる可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

3D積層アーキテクチャ: サムスンが発表した3D積層FETは、トランジスタを横並びに
配置する従来の設計とは異なり、上下に垂直に積層する構造を採用しています。この
技術は、限られたシリコン面積内でトランジスタ密度を大幅に高めることを可能にし
ます。

ナノシートチャネルの導入: 研究チームは、2つのトランジスタを上下に積層した構
造に、それぞれ3つの「ナノシートチャネル」を適用しました。ナノシートチャネル
は、電流が流れる経路を広げ、ゲートとの接触面積を増やすことで、電流駆動能力を
向上させるとともに、ゲート制御性を強化します。これにより、トランジスタのオン
状態電流を最大化し、オフ状態電流を最小化することで、高い性能と低いリーク電力
を両立させることが可能になります。

性能と電力効率の向上: この3D積層FET技術は、より小型で高密度なチップの作成を
可能にし、特にAIアクセラレータやHPCプロセッサといった、膨大なデータ処理能力
と高い電力効率が求められるアプリケーションにおいて、既存の技術を凌駕するパフ
ォーマンスを提供すると期待されています。具体的な性能向上率は言及されていませ
んが、集積度の向上と効率的な電流制御により、処理速度の向上と消費電力の大幅な
削減が見込まれます。



背景・業界文脈

半導体業界は、ムーアの法則の限界に直面しており、トランジスタの微細化だけでは性
能向上が難しくなっています。このため、メーカー各社は、3次元積層技術や新しいト
ランジスタ構造の開発に注力しています。サムスン電子は、Gate-All-Around (GAA) FET

技術で先行しており、今回の3D積層FETはその延長線上にある技術革新と位置付けられ
ます。AIやデータセンターの需要が爆発的に増加する中、チップの性能と電力効率は最
重要課題となっており、サムスンは今回の技術で競争優位性を確立しようとしていま
す。今後の展望

サムスンの3D積層FET技術は、将来の高度なプロセスノードにおける半導体設計と製造
に革命をもたらす可能性を秘めています。この技術が量産段階に移行すれば、AIチッ
プ、HPC、モバイルプロセッサなど、あらゆる次世代デバイスの性能と電力効率を劇的
に向上させることが期待されます。サムスンは、この成果を基に、より高性能でエネル
ギー効率の良い半導体ソリューションを提供し、グローバル市場におけるリーダーシッ
プをさらに強化していくでしょう。この研究は、半導体技術の次のフロンティアを切り
開く重要な一歩となります。

元記事: https://www.mk.co.kr/en/business/12076635

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mk.co.kr/en/business/12076635


#20 グラフェン量子ドット、低強度青色光で多剤耐性細菌
S. aureusとE. coliを99.9%以上殺滅

概要

科学者たちは、抗生物質耐性菌の脅威に対応するため、グラフェン製の量子ドット
（GQD）を用いた新しい抗菌戦略を開発しました。このGQDは、低強度の青色光を照
射するだけで、複数の種類の抗生物質に耐性を持つ黄色ブドウ球菌（S. aureus）と大

腸菌（E. coli）の99.9%以上を効果的に排除することに成功しました。この革新的なア
プローチは、費用対効果が高く、容易に利用可能な抗生物質の代替手段を提供し、公
衆衛生における抗生物質耐性問題の解決に大きく貢献する可能性を秘めています。

公開日 2026年06月15日  Advanced Science News  国際



詳細

主要成果

抗生物質耐性の世界的な脅威が深刻化する中、科学者たちはグラフェン製の量子ドット
（GQD）を活用した画期的な抗菌戦略を開発しました。この新技術は、低強度の青色光
の照射下で、最も一般的な多剤耐性細菌である黄色ブドウ球菌（Staphylococcus

aureus）と大腸菌（Escherichia coli）の99.9%以上を効果的に殺滅することに成功しまし
た。この発見は、費用対効果が高く、アクセスしやすい新たな抗菌治療法の開発に道を
開くものです。

技術・臨床詳細

グラフェン量子ドットのメカニズム: グラフェン量子ドットは、サイズが数ナノメー
トルから数十ナノメートルの微細なグラフェン断片であり、独特な光学的および電気
的特性を有しています。研究チームは、GQDが低強度の青色光（可視光スペクトル
の一部）を吸収し、反応性酸素種（ROS）を生成する能力を利用しました。これらの
ROSは、細菌の細胞膜、DNA、タンパク質に損傷を与え、細胞機能を破壊することで
細菌を死滅させます。これは、光線力学療法（PDT）に類似したメカニズムですが、
抗生物質とは異なる作用機序を持つため、多剤耐性菌に対しても有効です。

強力な殺菌効果の検証: 実験では、GQDと低強度青色光の組み合わせが、メチシリン
耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）を含む多剤耐性S. aureusおよびE. coliの両方に対し
て、99.9%を超える殺菌効果を示しました。この高い効率は、従来の抗生物質が効か
ない感染症に対する有望な解決策となり得ます。また、低強度の青色光を使用するた
め、ヒトの組織への副作用のリスクも低いと考えられます。

背景・業界文脈

抗生物質の過剰使用と誤用により、世界中で多剤耐性菌（スーパーバグ）が出現し、公
衆衛生上の危機となっています。新しい抗生物質の開発は非常に困難であり、承認され
るまでに長い時間と莫大なコストがかかります。このような状況の中、抗生物質に依存
しない新しい抗菌戦略が強く求められています。ナノテクノロジー、特にグラフェンベ
ースの材料は、そのユニークな特性から、このような課題を解決する可能性のあるフロ
ンティアとして注目されてきました。光活性化可能なナノ材料は、標的特異性を高め、
副作用を低減する可能性を秘めています。今後の展望



このグラフェン量子ドットと青色光を用いた抗菌戦略は、感染症治療に革命をもたらす
可能性を秘めています。特に、多剤耐性菌による創傷感染、医療機器関連感染、慢性感
染症などへの応用が期待されます。今後、さらなるin vivo（生体内）試験や臨床試験を
通じて、ヒトへの安全性と有効性が確認されれば、費用対効果が高く、幅広い医療現場
で利用可能な新しい治療選択肢となるでしょう。この技術は、抗生物質耐性という現代
医療の最大の課題の一つに対して、持続可能で革新的な解決策を提供する重要な一歩と
なることが期待されます。

元記事: https://www.advancedsciencenews.com/graphene-quantum-dots-kill-bacteria-with-light/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.advancedsciencenews.com/graphene-quantum-dots-kill-bacteria-with-light/


#21 Inovenso、エレクトロスピニング技術で高性能電池
セパレータとエネルギー材料の量産ソリューションを提供

概要

Inovensoは、エレクトロスピニング技術を活用したナノファイバー膜が、次世代電池
セパレータやエネルギー材料の性能を劇的に向上させるソリューションを提供してい
ることを発表しました。この技術は、既存ポリマー膜の熱安定性、電解液濡れ性、イ

オン伝導性、寸法安定性を改善し、安全性の向上にも寄与します。同社は、研究開発
からパイロット検証、設備投資に至るまでの包括的なソリューションを提供し、高性
能エネルギーデバイスの市場投入を加速させます。

公開日 2026年06月16日  Inovenso  トルコ



詳細

主要成果

Inovensoは、エレクトロスピニング技術を駆使したナノファイバー膜が、電池セパレー
タおよび様々なエネルギー材料の性能を大幅に向上させる革新的なソリューションを提
供していると発表しました。この技術は、既存のポリマー膜が抱える課題を克服し、熱
安定性、電解液の濡れ性、イオン伝導性、寸法安定性、および全体の安全性といった重
要な特性を飛躍的に改善します。同社は、基礎研究から商用規模の生産まで対応する総
合的なサポート体制を構築しています。

技術・臨床詳細

エレクトロスピニングは、高電圧を用いてポリマー溶液から非常に細い（ナノスケー
ル）繊維を製造する技術です。これにより作製されるナノファイバー膜は、高い比表面
積と制御された多孔性を持つため、電池セパレータとしては、電解液の優れた保持能力
とイオンの効率的な透過を可能にします。具体的には、耐熱性が向上することで短絡の
リスクが低減され、高温環境下での電池の安全性と寿命が延長されます。また、電解液
との濡れ性が向上することで、充放電効率が高まります。

Inovensoは、研究開発段階での小型エレクトロスピニング装置から、試作開発、パイロ
ット生産、そして大規模な産業用生産設備に至るまで、顧客のニーズに応じた多様なソ
リューションを提供しています。これにより、企業はナノファイバー技術を容易に導入
し、その潜在能力を最大限に活用することができます。

背景・業界文脈

電気自動車（EV）市場の拡大や再生可能エネルギー貯蔵システムへの需要増加に伴い、
高性能で安全な電池材料の重要性がますます高まっています。従来の電池セパレータ
は、性能や安全性に一定の限界があり、特に高温時の安定性や長期的な耐久性が課題で
した。エレクトロスピニングされたナノファイバー膜は、これらの課題に対する有望な
解決策として注目されており、次世代バッテリー技術の中核を担うと期待されていま
す。



今後の展望

エレクトロスピニング技術によって製造されるナノファイバー膜は、リチウムイオン電
池だけでなく、燃料電池、スーパーキャパシタ、さらには太陽電池といった幅広いエネ
ルギー貯蔵・変換デバイスへの応用が期待されています。Inovensoのような企業が提供
する統合ソリューションは、ナノファイバー技術の産業化を加速させ、より高性能で安
全、かつ持続可能なエネルギーソリューションの市場投入を促進するでしょう。これに
より、エネルギー産業全体の革新に貢献すると見込まれます。

元記事: https://www.inovenso.com/applications/battery-separators-energy-materials/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.inovenso.com/applications/battery-separators-energy-materials/


#22 六方晶窒化ホウ素（hBN）粉末が潤滑剤性能を大幅向
上、摩擦1%添加で最適バランス達成

概要

Theorem Chemicalのレポートによると、六方晶窒化ホウ素（hBN）粉末の潤滑剤への
添加が、自動車用、産業用、特殊潤滑剤の性能を大幅に向上させることが示されまし
た。hBNは摩擦低減、耐摩耗性向上、熱安定性および熱伝導性強化に貢献し、特に高

温環境で優れた性能を発揮します。研究では、わずか1%のhBN粉末添加が性能と安定
性の最適なバランスを提供することが明らかになっています。

公開日 2026年06月18日  Theorem Chemical  不明



詳細

主要成果

Theorem Chemicalの最新分析により、六方晶窒化ホウ素（hBN）粉末を潤滑剤に添加す
ることで、自動車、産業、特殊潤滑剤の性能が劇的に向上することが確認されました。
hBNは、優れた摩擦低減効果、耐摩耗性、熱安定性、そして熱伝導性の向上をもたら
し、特に過酷な高温環境下での潤滑剤の信頼性と効率を高めます。この研究では、潤滑
剤に1%のhBN粉末を添加することが、性能と安定性の両面で最適なバランスを実現する
最も効果的な配合であることが示されました。

技術・臨床詳細

hBNは、その六方晶構造がグラファイトに似ており、層状構造を持つため、優れた固体
潤滑剤として機能します。しかし、グラファイトと異なり、hBNは電気絶縁性であり、
化学的にも非常に安定しているため、より広い応用範囲を持ちます。潤滑剤に分散され
たhBNナノ粒子は、接触面間に薄い保護膜を形成し、直接的な金属接触を減少させ、摩
擦係数を効果的に低減します。これにより、機械部品の摩耗が大幅に抑制され、機器の
寿命が延び、エネルギー効率が向上します。

さらに、hBNの高い熱伝導率は、摩擦によって発生する熱を効率的に放散させること
で、潤滑油の劣化を遅らせ、高温下での粘度安定性を維持します。これにより、エンジ
ンや機械が極端な温度条件下でも安定した性能を維持することが可能になります。1%

という比較的低い添加量で、これらの多岐にわたる効果が確認されたことは、コスト効
率の観点からも大きな利点となります。

背景・業界文脈

現代の産業機械や自動車エンジンは、より高い効率性、耐久性、そして厳しい動作条件
に対応することが求められています。これに伴い、従来の潤滑剤だけでは対応しきれな
い課題が増加しています。特に、摩擦損失の低減はエネルギー効率向上に直結し、環境
負荷の低減にも貢献します。hBNのようなナノ材料を用いた潤滑剤は、これらの課題を
解決するための次世代ソリューションとして、その開発が加速しています。



今後の展望

hBNを配合した高性能潤滑剤は、自動車産業（特にEVのトランスミッションや高負荷部
品）、航空宇宙産業、重工業機械など、幅広い分野での応用が期待されています。1%

の添加量で最適性能が達成できることは、製品コストを抑えつつ高い付加価値を提供で
きることを意味します。今後、さらなる研究により、特定用途向けのカスタマイズされ
たhBN複合潤滑剤が開発され、その市場浸透が加速することで、機械システムの効率と
寿命向上に大きく貢献するでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#23 CATLとPanasonic、CNT繊維をEVバッテリーに採用
しサイクル寿命3000回以上、充電効率も大幅改善

概要

CATLとPanasonicが電気自動車（EV）バッテリーにカーボンナノチューブ（CNT）繊維
を導電性添加剤として採用し、画期的な性能向上を実現しています。この技術によ
り、バッテリーの充電・放電効率が大幅に向上し、特にCATLではサイクル寿命が3000

回以上に延伸されました。CNT繊維は電極構造内に三次元導電性ネットワークを形成
し、内部抵抗を低減しイオン拡散を加速することで、これらの性能改善を可能にして
います。

公開日 2026年06月17日  PatSnap Eureka  不明



詳細

主要成果

電気自動車（EV）バッテリー業界において、大手メーカーであるCATLとPanasonicが、
カーボンナノチューブ（CNT）繊維を導電性添加剤としてカソード材料に組み込むこと
で、バッテリー性能の画期的な向上を達成しています。この導入により、充電/放電効
率が飛躍的に改善され、特にCATLではバッテリーのサイクル寿命が3000回以上という
高い水準に延伸されました。

技術・臨床詳細

CNT繊維は、そのユニークな構造により、バッテリーの電極構造内に高効率な三次元導
電性ネットワークを形成します。このネットワークは、電子の移動経路を大幅に短縮
し、内部抵抗を低減することで、急速充電および高出力放電能力を向上させます。ま
た、イオンが電極材料の深部まで効率的に拡散できるようになり、これにより活性材料
の利用率が高まります。

具体的な効果としては、CATLのバッテリーではサイクル寿命が3000回以上を達成して
おり、これは一般的なEVバッテリーの寿命を大きく上回るものです。これにより、車両
の総所有コストを削減し、長期的な信頼性を向上させることが期待されます。
Panasonicも同様に、CNT繊維の導入により充電効率と耐久性の改善を図っており、次
世代EVバッテリーの標準となる可能性を秘めています。

背景・業界文脈

電気自動車市場の急速な拡大に伴い、バッテリーの性能（航続距離、充電時間、寿命、
安全性）は消費者の購入決定に直結する最も重要な要素となっています。特に、バッテ
リーのサイクル寿命の延長は、EVの持続可能性と経済性を高める上で不可欠です。CNT

は、その優れた電気的特性と機械的強度から、長年にわたり次世代バッテリー材料とし
て注目されてきましたが、製造コストや分散性の課題がありました。CATLやPanasonic
のような主要企業がこれを実用化していることは、これらの課題が克服されつつあるこ
とを示しています。



今後の展望

CNT繊維のEVバッテリーへの本格的な採用は、バッテリー技術の新たな標準を確立し、
EV市場全体の成長をさらに加速させるでしょう。より長寿命で、より速く充電できるバ
ッテリーは、消費者のEVへの移行を促進し、バッテリー交換サイクルを延ばすことで環
境負荷の低減にも貢献します。今後、他のバッテリーメーカーも同様の技術を導入する
可能性が高く、CNT繊維の需要は飛躍的に増加すると予測されます。これにより、高性
能なEVバッテリーがさらに普及し、クリーンエネルギー社会への移行が加速されること
が期待されます。

元記事: #

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#24 研究チーム、ポリピロール修飾カーボンフェルトで
PFASを96%以上除去後、光化学的に完全破壊に成功

概要

新たな研究で、短鎖および新興PFAS（有機フッ素化合物）汚染水からこれらの物質を
効率的に濃縮し、完全に破壊する統合プロセスが開発されました。ポリピロール修飾
カーボンフェルト（PPy@P-CF）を使用し、実汚染水から27種類のPFASを96%以上除

去した後、光化学的にフッ素を完全に除去することに成功しています。このPPy@P-CF

は、従来の活性炭と比較して短鎖PFASおよびGenXに対して21〜5倍高い吸着容量を示
しており、PFAS汚染への効果的な対策として期待されます。

公開日 2026年06月15日  ResearchGate (Angewandte Chemie International Edition)  国際



詳細

主要成果

革新的な研究により、短鎖および新興のPFAS（有機フッ素化合物）で汚染された水か
ら、これらの有害物質を効率的に濃縮し、その後に完全に破壊する統合インターフェー
スエンジニアリング強化型プロセスが開発されました。このシステムは、ポリピロール
修飾リン酸ドープカーボンフェルト（PPy@P-CF）の吸着能力と光化学的分解を組み合
わせることで、実際の汚染水から27種類のPFASを96%以上除去し、最終的にフッ素を完
全に除去することに成功しました。

技術・臨床詳細

開発されたPPy@P-CFは、その表面特性と多孔性により、水中のPFAS分子を非常に高い
効率で吸着します。特に短鎖PFASやGenXといった、従来の活性炭では除去が困難であ
ったPFAS類に対して、PPy@P-CFは活性炭の21〜5倍という顕著に高い吸着容量を示し
ました。吸着プロセス後、PFASが濃縮されたPPy@P-CFは光化学プロセスに供されま
す。この光化学プロセスでは、紫外光や酸化剤を用いてPFASの炭素-フッ素結合を分解
し、有害なフッ素原子を水から完全に除去します。この二段階アプローチにより、PFAS

の濃縮と破壊が同時に効率よく行われ、環境への再放出を防ぎます。

背景・業界文脈

PFASは、その卓越した撥水性・撥油性から産業界で広く使用されてきましたが、「永遠
の化学物質」とも呼ばれ、環境中での分解が非常に困難であり、人体への健康影響も懸
念されています。世界各地でPFAS汚染が深刻化しており、飲料水や土壌からの除去が喫
緊の課題となっています。しかし、従来の吸着剤や分解技術では、特に短鎖PFASや複雑
な混合汚染に対して十分な効果が得られにくいという問題がありました。今回の研究
は、この課題に対する有望な解決策を提示するものです。



今後の展望

この統合されたPFAS除去技術は、水処理業界に大きな影響を与える可能性があります。
特に、高い除去効率と完全なフッ素除去能力は、将来のPFAS規制強化に対応する上で不
可欠となるでしょう。研究室レベルでの成功から、実用規模での適用可能性を検証する
ためのさらなる研究開発が期待されます。この技術が商業化されれば、飲料水源や産業
排水からのPFAS除去に革命をもたらし、環境保護と公衆衛生の向上に大きく貢献する可
能性を秘めています。

元記事:

https://www.researchgate.net/publication/392949750_Efficient_Concentration_and_Complete_Destruction_of_S

Chain_and_Emerging_PFAS_in_Contaminated_Water_via_Integrated_Interface_Engineering-

Enhanced_Carbon_Felt_Sorption_and_Photochemical_Processes

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/392949750_Efficient_Concentration_and_Complete_Destruction_of_Short-Chain_and_Emerging_PFAS_in_Contaminated_Water_via_Integrated_Interface_Engineering-Enhanced_Carbon_Felt_Sorption_and_Photochemical_Processes
https://www.researchgate.net/publication/392949750_Efficient_Concentration_and_Complete_Destruction_of_Short-Chain_and_Emerging_PFAS_in_Contaminated_Water_via_Integrated_Interface_Engineering-Enhanced_Carbon_Felt_Sorption_and_Photochemical_Processes
https://www.researchgate.net/publication/392949750_Efficient_Concentration_and_Complete_Destruction_of_Short-Chain_and_Emerging_PFAS_in_Contaminated_Water_via_Integrated_Interface_Engineering-Enhanced_Carbon_Felt_Sorption_and_Photochemical_Processes


#25 金ナノ粒子がmiR-199aを肝細胞がんへ高効率送達、
腫瘍増殖を大幅抑制しアポトーシス増加

概要

最新の研究で、金ナノ粒子を介してマイクロRNA-199a（miR-199a）を肝細胞がん
（HCC）に送達するアプローチが開発され、in vitro実験で腫瘍細胞の増殖を大幅に抑
制し、アポトーシスを増加させることが示されました。金ナノ粒子はmiR-199aを酵素

的分解から保護し、細胞内での安定した送達と持続的な存在を可能にします。この技
術は、難治性の肝細胞がんに対する新たな標的治療法の開発に道を拓くものです。

公開日 2026年06月16日  Bioengineer.org  国際



詳細

主要成果

肝細胞がん（HCC）との闘いにおいて、金ナノ粒子（AuNPs）を利用してマイクロ
RNA-199a（miR-199a）を標的送達する革新的な研究が発表されました。in vitro実験に
おいて、miR-199aを搭載した金ナノ粒子が、肝がん細胞の増殖を顕著に抑制し、アポト
ーシス（プログラム細胞死）を効果的に誘導することが実証されました。この発見は、
HCCに対する既存の治療法が限られている中で、新たな治療戦略となる可能性を秘めて
います。

技術・臨床詳細

miR-199aは、がん細胞の増殖や生存に関わる複数の遺伝子を標的とする腫瘍抑制性のマ
イクロRNAとして知られています。しかし、生体内での不安定性や細胞内への効率的な
送達が課題でした。この研究では、金ナノ粒子がmiR-199aを効果的に保護し、ヌクレア
ーゼによる酵素的分解から守ることが示されました。さらに、金ナノ粒子はエンドソー
ムからの脱出を促進し、miR-199aが細胞質に到達して機能することを助けます。これに
より、miR-199aは細胞内で持続的に存在し、標的遺伝子発現を調節することで、がん細
胞の増殖を抑制し、細胞死を誘導する能力を最大化します。

in vitroでのデータは非常に有望であり、金ナノ粒子を介したmiR-199a送達が、HCC細胞
において用量依存的な増殖抑制とアポトーシス誘導を示しています。これは、従来の化
学療法と比較して、より標的特異的で副作用の少ない治療アプローチへの道を開く可能
性があります。

背景・業界文脈

肝細胞がんは、世界的に見て主要な死因の一つであり、診断時の進行度によっては治療
が非常に困難な疾患です。既存の全身療法は、多くの場合、効果が限定的であり、重大
な副作用を伴うことがあります。そのため、がん細胞に特異的に作用し、正常細胞への
影響を最小限に抑える新しい治療法の開発が強く求められています。ナノテクノロジー
を用いたドラッグデリバリーシステムは、このような課題を解決する手段として大きな
期待を集めています。



今後の展望

この研究成果は、金ナノ粒子を基盤としたmiR-199a治療薬が、肝細胞がんに対する効果
的な標的治療となる可能性を示しています。今後は、動物モデルでのin vivo試験を通じ
て、その治療効果、生体内分布、安全性プロファイルのさらなる評価が必要です。もし
臨床前試験で優れた結果が得られれば、ヒトでの臨床試験へと進み、最終的には肝細胞
がん患者に新たな治療選択肢を提供できる可能性があります。これは、ナノメディシン
が難治性がん治療にもたらす大きな希望となるでしょう。

元記事: https://bioengineer.org/gold-nanoparticles-with-mir-199a-combat-liver-cancer/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://bioengineer.org/gold-nanoparticles-with-mir-199a-combat-liver-cancer/


#26 イタリアDeepTechスタートアップX-nano、メタンか
ら合成グラファイト生産で370万ユーロを調達しパイロッ
トプラントを設立へ

概要

イタリア工科大学（IIT）のスピンアウト企業X-nanoが、メタンの非触媒熱分解による

持続可能な合成グラファイト生産技術の産業開発を加速するため、370万ユーロのシー
ド資金を調達しました。この資金は、パイロットプラントの設立に充てられ、炭化水
素を高品質グラファイトへ効率的に変換する技術の実用化を目指します。Mito Tech

Venturesがこのラウンドをリードし、クリーンテック分野における画期的な材料生産
技術への期待を示しています。

公開日 2026年06月16日  Startupbusiness  イタリア



詳細

主要成果

イタリア工科大学（IIT）からスピンアウトしたディープテックスタートアップX-nano

が、370万ユーロ（約6.4億円）のシード資金調達ラウンドを成功裏に完了しました。こ
の資金は、メタンの非触媒熱分解を利用した持続可能な合成グラファイト生産技術の産
業化を加速させるために活用され、実証用のパイロットプラントの設立が主な目的で
す。この技術は、温室効果ガスであるメタンを価値の高いグラファイトに変換すること
で、環境負荷の低減と同時に、重要材料のサプライチェーン強化に貢献する可能性を秘
めています。

技術・臨床詳細

X-nanoが開発した技術は、メタン（CH₄）を触媒なしで直接、熱分解することで、水素
と高品質なグラファイトに分離するものです。従来のグラファイト生産方法は、高温プ
ロセスやCO₂排出を伴うことが多く、また天然グラファイトの採掘も環境負荷が大きい
という課題がありました。X-nanoの非触媒熱分解プロセスは、よりクリーンでエネルギ
ー効率が高く、水素という副産物もクリーンエネルギー源として利用できるため、循環
型経済に貢献します。

調達された資金により、同社はパイロットプラントを設立し、このプロセスのスケーラ
ビリティと商業的実現可能性を検証します。このプラントでは、グラファイトの品質、
生産効率、そして運用コストの最適化が進められ、将来的な大規模生産への道が拓かれ
ます。グラファイトは、電気自動車のバッテリー、電子機器、複合材料など、様々な先
端技術分野で不可欠な材料です。

背景・業界文脈

持続可能な材料生産と脱炭素化は、今日の産業界における最重要課題です。特に、バッ
テリー需要の高まりに伴いグラファイトの需要も急増しており、より環境に優しく、安
定した供給源が求められています。メタンは、天然ガス採掘や農業活動から排出される
強力な温室効果ガスであり、その有効活用は気候変動対策としても極めて重要です。X-

nanoの技術は、この二つの課題（持続可能なグラファイト供給とメタン排出削減）を同
時に解決する可能性を秘めています。



今後の展望

X-nanoのパイロットプラント設立は、メタン熱分解技術の実用化に向けた大きな一歩と
なります。成功すれば、バッテリー産業におけるグラファイト供給の多様化と脱炭素化
を促進し、将来的には自動車、エレクトロニクス、エネルギー貯蔵といった主要産業に
大きな影響を与えるでしょう。Mito Tech Venturesのような著名な投資家がこの技術に
資金を投じたことは、その技術的・商業的潜在力への高い評価を裏付けており、今後の
進展が非常に注目されます。

元記事: https://www.startupbusiness.it/en/x-nano-secures-e3-7-million-to-convert-hydrocarbons-into-

graphite/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.startupbusiness.it/en/x-nano-secures-e3-7-million-to-convert-hydrocarbons-into-graphite/
https://www.startupbusiness.it/en/x-nano-secures-e3-7-million-to-convert-hydrocarbons-into-graphite/


#27 イスラエル・テクニオン、薬剤フリーのMPsomesナ
ノ粒子でトリプルネガティブ乳がん腫瘍をマウスで抑制

概要

イスラエル工科大学（テクニオン）の科学者たちが、化学療法や薬剤を一切使用せ
ず、攻撃的な「トリプルネガティブ」乳がん腫瘍を治療する薬剤フリーのナノ粒子
「MPsomes」を開発しました。マウスモデルの臨床前試験では、重要な臓器への有害

な影響を観察することなく、腫瘍の成長を効果的に抑制することに成功しています。
このナノ粒子は国際規制機関によって安全と分類されている材料で構成され、すでに1

時間あたり1リットルの規模で製造可能であり、ヒト臨床試験への早期移行が期待され

ています。

公開日 2026年06月18日  The Times of Israel  イスラエル



詳細

主要成果

イスラエル工科大学（テクニオン）の研究チームは、化学療法薬を一切使用しない、薬
剤フリーのナノ粒子「MPsomes」を開発し、攻撃的なトリプルネガティブ乳がん
（TNBC）の腫瘍成長をマウスモデルにおいて抑制することに成功しました。この革新
的なアプローチは、薬剤性副作用のリスクを排除しながら、難治性乳がんに対する新た
な治療選択肢を提供する可能性を秘めています。前臨床試験では、重要な臓器への有害
な影響が観察されなかったことから、高い安全性プロファイルも示唆されています。

技術・臨床詳細

開発されたMPsomesナノ粒子は、すでに国際的な規制機関によって安全と分類されて
いる生体適合性材料で構成されています。これらのナノ粒子は、薬剤を搭載することな
く、物理的なメカニズムや細胞レベルでの相互作用を通じて腫瘍細胞の増殖を阻害する
と考えられています。マウスモデルでの前臨床試験では、MPsomesがTNBC腫瘍の増殖
を効果的に遅延または停止させることが確認されました。この際、ナノ粒子は肝臓や腎
臓などの主要な臓器に蓄積せず、全身毒性のリスクが低いことが示されています。現在
の製造能力は1時間あたり1リットルに達しており、これは比較的迅速な規模での生産を
可能にし、将来的なヒト臨床試験への移行を加速させる上で有利な点です。

背景・業界文脈

トリプルネガティブ乳がんは、ホルモン受容体（エストロゲン、プロゲステロン）と
HER2（ヒト上皮成長因子受容体2）の発現が陰性であるため、一般的な標的療法が適用
できず、化学療法が主な治療法となります。しかし、化学療法は効果が限定的であり、
重篤な副作用を伴うことが多く、患者の生活の質を大きく低下させます。このため、
TNBCに対する、より効果的で安全性の高い新規治療法の開発が喫緊の課題となってい
ます。薬剤フリーのナノメディシンは、この課題に対する有望なアプローチの一つとし
て、世界中の研究者から注目を集めています。



今後の展望

MPsomesナノ粒子は、前臨床試験での有望な結果と既存の安全な材料で構成されてい
ることから、ヒトでの臨床試験への迅速な移行が期待されています。もし臨床試験でそ
の有効性と安全性が確認されれば、トリプルネガティブ乳がん患者に、化学療法に代わ
る、あるいは併用できる革新的な治療選択肢を提供できる可能性があります。これは、
がん治療におけるナノテクノロジーの役割をさらに拡大し、特に治療が困難な種類のが
んに対するアプローチを根本的に変える可能性を秘めており、今後の研究開発の進展が
強く待望されます。

元記事: #

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#28 赤外線とシリカ金ナノ粒子併用、乳がん細胞に対しプ
ラズモニック光熱療法で増殖を大幅抑制

概要

最新のin vitro研究で、赤外線（IR）とシリカ金ナノ粒子（AuNPs）を組み合わせたプ
ラズモニック光熱療法（PPTT）が、乳がん細胞の増殖を効果的に抑制することが示さ
れました。金ナノ粒子がIR照射時に局所的な過熱を引き起こし、がん細胞に損傷を与

えるメカニズムが確認されています。研究では、AuNPsのキャッピング材料もその生
物学的効果に重要な役割を果たすことが示唆されており、乳がん治療の新たな戦略と
なる可能性があります。

公開日 2026年06月11日  ResearchGate  国際



詳細

主要成果

乳がん細胞に対する赤外線（IR）とシリカ金ナノ粒子（AuNPs）の併用効果に関するin

vitro研究が発表され、この組み合わせによるプラズモニック光熱療法（PPTT）が、乳が
ん細胞の増殖を効果的に抑制することが明らかになりました。金ナノ粒子が赤外線照射
時に局所的な過熱（ハイパーサーミア）を誘発し、これによりがん細胞が損傷を受ける
メカニズムが示されています。この成果は、標的指向性のある非侵襲的乳がん治療の開
発に向けた重要な一歩となります。

技術・臨床詳細

プラズモニック光熱療法は、金ナノ粒子が特定の波長の光（この場合は赤外線）を吸収
し、そのエネルギーを熱に変換する特性を利用した治療法です。この研究では、シリカ
でコーティングされた金ナノ粒子が、IR照射下で乳がん細胞の周囲に過熱を引き起こ
し、細胞構造に不可逆的な損傷を与えることで、がん細胞の増殖を抑制し、細胞死を誘
導することが確認されました。この局所的な熱発生は、周囲の正常組織への影響を最小
限に抑えつつ、がん細胞に選択的に作用する可能性があります。

また、この研究は、金ナノ粒子の表面を覆う「キャッピング材料」が、その生物学的効
果に重要な役割を果たすことを強調しています。キャッピング材料は、ナノ粒子の安定
性、生体適合性、細胞内への取り込み効率、そして光熱変換効率に影響を与えるため、
治療効果を最大化するためには適切な材料選定が不可欠です。

背景・業界文脈

乳がんは、世界中で女性に最も多く見られるがんであり、既存の治療法（手術、化学療
法、放射線療法、標的療法など）は進歩しているものの、副作用や薬剤耐性の問題が依
然として課題となっています。特に、非侵襲的で副作用が少ない、より効果的な局所治
療法の開発が求められています。ナノテクノロジーを応用した光熱療法は、このような
ニーズに応える有望なアプローチの一つとして、近年注目を集めています。



今後の展望

このin vitro研究で示された赤外線とシリカ金ナノ粒子の併用によるPPTTの有効性は、
乳がん治療の新たな可能性を切り開くものです。今後は、動物モデルでのin vivo試験を
通じて、その治療効果、生体内分布、安全性、および最適な照射条件の検証が必要で
す。もし前臨床試験で優れた結果が得られれば、ヒト臨床試験へと進展し、将来的には
乳がん患者の治療に貢献できる画期的な選択肢となる可能性を秘めています。この技術
のさらなる発展が強く期待されます。

元記事:

https://www.researchgate.net/publication/331498817_The_in_vitro_investigation_on_the_effect_of_infrared_wav

gold_nanoparticle_on_the_breast_cancerous_cells

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/331498817_The_in_vitro_investigation_on_the_effect_of_infrared_waves_combined_with_silica-gold_nanoparticle_on_the_breast_cancerous_cells
https://www.researchgate.net/publication/331498817_The_in_vitro_investigation_on_the_effect_of_infrared_waves_combined_with_silica-gold_nanoparticle_on_the_breast_cancerous_cells


#29 Beam Therapeutics、肝臓標的LNP製剤「BEAM-
304」のPKU治療薬としてFDA IND承認を取得、第1/2相
開始へ

概要

Beam Therapeuticsは、フェニルケトン尿症（PKU）治療薬候補であるBEAM-304の米

国FDA IND（治験薬）申請が承認されたと発表しました。BEAM-304は、肝臓を特異的
に標的とする脂質ナノ粒子（LNP）製剤のベース編集試薬であり、PKUの原因となる
PAH遺伝子の変異をin vivoで直接修正することを目指しています。臨床前マウスモデ

ルでは、臨床的に関連する用量で血漿フェニルアラニンレベルが正常化することが示
されており、第1/2相臨床試験が開始される予定です。

公開日 2026年06月18日  Business Wire / Nasdaq  アメリカ



詳細

主要成果

Beam Therapeuticsは、フェニルケトン尿症（PKU）を対象とした同社の主要治療薬候補
であるBEAM-304の治験新薬（IND）申請が米国食品医薬品局（FDA）によって承認され
たことを発表しました。この承認により、BEAM-304の第1/2相臨床試験が開始される道
が開かれ、PKU患者に対する初のin vivoベース編集治療薬としての開発が大きく前進し
ます。BEAM-304は、肝臓を特異的に標的とする脂質ナノ粒子（LNP）製剤を用いたベ
ース編集技術であり、疾患の原因となる遺伝子変異の永久的な修正を目指します。

技術・臨床詳細

BEAM-304は、肝細胞にPAH遺伝子の病原性変異を修正するためのベース編集試薬を特
異的に送達するために設計された、独自の脂質ナノ粒子（LNP）製剤を採用していま
す。PKUは、PAH（フェニルアラニン水酸化酵素）遺伝子の変異によって引き起こされ
る遺伝性代謝疾患で、フェニルアラニンをチロシンに変換する酵素が欠損または機能不
全に陥り、血中に高レベルのフェニルアラニンが蓄積します。これにより、重度の神経
学的損傷が発生する可能性があります。

臨床前マウスモデルにおいて、BEAM-304は、臨床的に関連する用量で投与された際
に、血漿中のフェニルアラニンレベルを効果的に正常化することが示されました。この
結果は、PAH遺伝子変異の効率的なin vivo修正と、それに続くPAH酵素活性の回復を示
唆しています。計画されている第1/2相臨床試験では、PKU患者におけるBEAM-304の安
全性、忍容性、薬物動態、および薬力学（血漿フェニルアラニンレベルの低下など）が
評価される予定です。

背景・業界文脈

フェニルケトン尿症の現在の治療法は、厳格な食事制限や特定の酵素補充療法に限定さ
れており、患者の生活の質に大きな負担をかけています。これらの治療法は疾患の進行
を完全に阻止するものではなく、長期的な管理が不可欠です。遺伝子治療や遺伝子編集
技術は、単一遺伝子疾患であるPKUに対する恒久的な解決策として大きな期待が寄せら
れています。特に、ベース編集は、DNA二重鎖を切断しないため、従来のCRISPR/Cas9

システムと比較してオフターゲット編集のリスクが低いという利点があり、高い安全性
プロファイルが期待されます。



今後の展望

BEAM-304のIND承認は、in vivoベース編集技術が臨床段階へと移行する上で重要なマイ
ルストーンとなります。第1/2相臨床試験の結果が成功すれば、BEAM-304はPKU患者の
治療パラダイムを根本的に変える可能性を秘めています。恒久的な遺伝子修正により、
患者は食事制限から解放され、より正常な生活を送れるようになるかもしれません。こ
の進展は、他の遺伝性疾患に対するベース編集療法の開発にも道を開くものであり、遺
伝子医療の未来においてBeam Therapeuticsのリーダーシップを確立する可能性があり
ます。

元記事: https://stocktitan.com/news/BEAM/beam-therapeutics-announces-clearance-of-

d09v9f7t9rsk.html

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://stocktitan.com/news/BEAM/beam-therapeutics-announces-clearance-of-d09v9f7t9rsk.html
https://stocktitan.com/news/BEAM/beam-therapeutics-announces-clearance-of-d09v9f7t9rsk.html


#30 ドラッグデリバリーにおけるナノテクノロジーの現
実：標的到達率の低さ、試験モデルの改善が急務

概要

IJPS Journalのレビュー記事は、ドラッグデリバリーにおけるナノテクノロジーの現実
的な課題に焦点を当てています。ナノ粒子が標的腫瘍に到達する割合が依然として低
いこと、およびより優れた薬剤搭載とスマートな放出システムの必要性を強調してい

ます。さらに、ヒトの生物学をより正確に反映する現実的な試験モデルの重要性を指
摘し、多くの「ナノテク」ソリューションが単なる再パッケージ化に過ぎない可能性
も示唆しています。

公開日 2026年06月18日  IJPS Journal  国際



詳細

主要成果

IJPS Journalに掲載された批判的レビュー記事は、ドラッグデリバリーにおけるナノテク
ノロジーの現状と、その商業化および臨床応用における現実的な課題を詳細に検証して
います。最も重要な指摘は、ナノ粒子が体内で標的とする腫瘍に実際に到達する割合が
依然として非常に低いという点です。これにより、治療効果が限定的になることが懸念
されており、より効果的な薬剤搭載技術とスマートな放出システムの開発が急務である
と強調されています。

技術・臨床詳細

これまでの研究では、多くのナノ粒子が血流中を循環する間に網内系（RES）に捕捉さ
れたり、腫瘍への到達前に分解されたりすることが示されています。その結果、標的組
織への送達効率は一般的に1%未満にとどまると報告されており、これはドラッグデリ
バリーシステムとしての実用性を大きく制限しています。記事では、この課題を克服す
るために、ナノ粒子の表面修飾（例：PEG化によるステルス効果）や、細胞内送達を促
進する新たなメカニズムの開発が不可欠であると論じています。

また、薬剤搭載量（drug loading capacity）の向上と、体内の特定の刺激（pH、温度、
酵素濃度など）に応答して薬剤を放出する「スマート放出システム」の開発が、ナノテ
クノロジーを用いたドラッグデリバリーの効率を高める上で極めて重要であると指摘さ
れています。さらに、前臨床試験で用いられる動物モデルが、ヒトの複雑な生物学的環
境を十分に再現できていないため、より現実的なin vitroおよびin vivo試験モデルの確立
が、真に効果的なナノ治療薬を開発するために不可欠であると強調されています。

背景・業界文脈

ナノテクノロジーは、個別化医療や精密医療の実現に向けた画期的なツールとして大き
な期待を集めてきました。特に、がん治療や遺伝子治療において、薬剤の標的特異性を
高め、副作用を軽減する可能性を秘めているとされてきました。しかし、初期の過度な
期待に対して、実際に臨床段階で成功を収めるナノ治療薬はまだ限られています。この
記事は、業界が直面する現実的なギャップを浮き彫りにし、基礎研究と臨床応用の間の
橋渡しをする必要性を強く訴えています。



今後の展望

このレビューは、ナノテクノロジーを用いたドラッグデリバリー分野が、より厳密な科
学的アプローチと現実的な視点を持つべきであることを示唆しています。今後、研究者
や企業は、単に新しいナノ材料を開発するだけでなく、生体内での挙動、標的到達効
率、薬剤放出制御、そして何よりもヒト臨床での有効性と安全性を徹底的に検証する必
要があります。これにより、真に革新的なナノ治療薬が患者に届けられ、ナノメディシ
ンの潜在能力が最大限に引き出されることが期待されます。

元記事: #

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#31 Electrospintek、医療用創傷被覆材からバッテリーセ
パレータまで、産業向け高性能エレクトロスピニング装置
を提供

概要

Electrospintekは、ナノファイバー技術の産業化に対応するため、医療用創傷被覆材、

ろ過媒体、バッテリーセパレータ、先端繊維など、多岐にわたる産業分野向けの高性
能エレクトロスピニング装置を提供しています。研究室スケールから大規模製造への
移行が進む中、同社のシステムは、一貫した繊維品質と高い生産量を実現するように

設計されており、柔軟なプロセス構成と高度な制御システムにより、幅広いアプリケ
ーションに対応します。

公開日 2026年06月17日  Electrospintek  国際



詳細

主要成果

Electrospintekは、ナノファイバー技術の産業分野への大規模な展開に対応するため、医
療用創傷被覆材、高効率ろ過媒体、次世代バッテリーセパレータ、および先端繊維とい
った幅広い応用分野向けの高性能エレクトロスピニング装置を提供しています。同社の
システムは、研究室での概念実証から商用規模の製造へとスムーズに移行できるよう設
計されており、一貫した高品質のナノファイバー生産と高い生産性を保証します。

技術・臨床詳細

エレクトロスピニングは、ポリマー溶液または溶融液に高電圧を印加し、帯電した液滴
から非常に細い（多くはナノメートルスケール）繊維を製造する技術です。これにより
生成されるナノファイバー膜は、高い比表面積、優れた多孔性、および軽量性という独
自の特性を持ちます。これらの特性は、例えば医療分野では、細胞の成長を促進する足
場としての創傷被覆材や薬剤送達システムに応用されます。エネルギー分野では、バッ
テリーセパレータの熱安定性とイオン伝導性を改善し、デバイスの安全性と性能を向上
させます。

Electrospintekの産業用エレクトロスピニング装置は、複数のスピニングノズル、高精度
な供給ポンプ、および環境制御システムを備えています。これにより、様々なポリマー
材料やプロセス条件に対応し、均一な繊維径と高い生産量を実現します。また、高度な
自動化と制御システムにより、プロセスパラメータを正確に調整し、製品の一貫性と再
現性を保証します。これらの装置は、医薬品、航空宇宙、防衛、環境技術といった厳格
な品質基準が求められる産業での使用を想定して設計されています。

背景・業界文脈

ナノファイバー技術は、その多機能性により、近年、研究室レベルでの飛躍的な進歩を
遂げてきました。しかし、その真の潜在能力を引き出すためには、大規模な産業生産へ
の移行が不可欠です。市場では、高性能なろ過システム、より安全で効率的なエネルギ
ー貯蔵デバイス、および革新的な医療製品への需要が高まっており、これに応えるため
には、信頼性、スケーラビリティ、コスト効率の高いナノファイバー製造技術が求めら
れています。Electrospintekのソリューションは、この産業化のギャップを埋めるもので
す。



今後の展望

Electrospintekが提供する産業用エレクトロスピニング装置は、ナノファイバー技術の商
業化を加速させ、様々な産業分野でのイノベーションを推進するでしょう。特に、高性
能バッテリーや医療機器市場におけるナノファイバーの採用拡大は、これらの産業の競
争力を高め、最終製品の性能と安全性を向上させます。今後、新たな材料や製造プロセ
スの開発が進むにつれて、エレクトロスピニング技術はさらに多様な応用分野へと広が
り、持続可能な社会の実現にも貢献すると期待されます。

元記事: https://electrospintek.com/top-rated-electrospinning-machines-for-industry/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://electrospintek.com/top-rated-electrospinning-machines-for-industry/


#32 EmpaスピンオフSwiss Cluster、複合PVD/ALDコーテ
ィング技術でスイス経済賞を受賞

概要

Empaのスピンオフ企業であるSwiss Clusterが、その革新的な複合PVD（物理蒸着）お

よびALD（原子層堆積）コーティング技術でスイス経済賞を受賞しました。同社は、
より高速で複数の部品を同時にコーティングできる独自の「バッチALD」装置を提供

しており、これによりALDの応用範囲を拡大し、様々な産業分野での重要性を高める
ことを目指しています。今回の受賞は、産業界におけるALD技術の実用化と市場成長
への貢献が評価されたものです。

公開日 2026年06月11日  Empa (Swiss Federal Laboratories for Materials Science and

Technology)  スイス



詳細

主要成果

スイス連邦材料科学技術研究所（Empa）からスピンアウトしたSwiss Cluster社が、その
画期的な複合物理蒸着（PVD）および原子層堆積（ALD）コーティング技術で、権威あ
るスイス経済賞を受賞しました。この受賞は、同社が提供する「バッチALD」装置が、
従来のコーティングプロセスと比較して、より高速かつ効率的に複数の部品を同時にコ
ーティングできる能力が評価されたものです。これは、ALD技術の産業応用における大
きなブレークスルーを示しています。

技術・臨床詳細

Swiss Clusterが開発した複合PVD/ALDコーティング技術は、それぞれのプロセスが持つ
利点を組み合わせて、高性能で多機能な薄膜を形成します。PVDは高速で厚い膜を形成
するのに適しており、ALDは原子レベルでの精密な膜厚制御と均一な被覆性を実現しま
す。同社の「バッチALD」装置は、一度に多数の部品を処理できる設計となっており、
生産効率を大幅に向上させます。これにより、複雑な形状の部品や多数の小部品に対し
ても、高品質なナノスケールのコーティングを施すことが可能になります。

ALDは比較的新しいプロセス技術であり、産業界での利用が始まってから約20年が経過
しています。当初は半導体製造で主に利用されてきましたが、Swiss Clusterの技術は、
これを医療機器、工具、自動車部品、航空宇宙産業など、幅広い分野へと拡大すること
を目指しています。高い耐久性、耐食性、絶縁性、または生物学的適合性を持つコーテ
ィングは、これらの産業における製品性能と寿命を劇的に向上させます。

背景・業界文脈

現代の産業は、製品の小型化、高性能化、長寿命化、そして環境適合性を追求してお
り、これには表面改質技術が不可欠です。薄膜コーティング技術は、材料の表面特性を
根本から改善し、新たな機能性をもたらすことができます。PVDとALDを組み合わせる
ことで、それぞれの技術単独では達成困難な、より複雑で要求の厳しいアプリケーショ
ンに対応できるようになります。スイス経済賞の受賞は、Swiss Clusterの技術が、これ
らの産業的ニーズに合致し、経済的価値を創出する潜在力を持っていることを明確に示
しています。



今後の展望

Swiss Clusterのスイス経済賞受賞は、ALD技術が半導体分野を超えて、より広範な産業
分野でその重要性を増していることを象徴しています。同社のバッチALD装置は、コー
ティングプロセスの効率と経済性を向上させることで、ナノスケールコーティングの普
及を加速させるでしょう。今後、医療、自動車、航空宇宙などの分野で、その応用がさ
らに拡大し、製品の性能向上、コスト削減、そして持続可能性の向上に大きく貢献する
ことが期待されます。これは、スイスのハイテク産業におけるイノベーションの一例と
して、世界的に注目されるでしょう。

元記事: https://www.empa.ch/web/s604/swiss-cluster-swiss-economic-award

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.empa.ch/web/s604/swiss-cluster-swiss-economic-award


#33 FDA、ナノカプセル化シロリムスとペガドリカゼの痛
風治療薬「NASP」について2026年6月27日に決定発表へ

概要

米国FDAは、難治性痛風治療薬NASP（ナノカプセル化シロリムス＋ペガドリカゼ）に
ついて、2026年6月27日に決定を発表する予定です。NASPは、抗薬物抗体（ADA）の
発生を軽減するナノカプセル化シロリムスと、血清尿酸値を低下させるペガドリカゼ

を組み合わせた静脈内輸液製剤です。第3相臨床試験「DISSOLVE I」および
「DISSOLVE II」で評価されており、その承認は痛風治療に新たな選択肢をもたらす可
能性があります。

公開日 2026年06月16日  Prime Therapeutics - Portal  アメリカ



詳細

主要成果

米国食品医薬品局（FDA）は、難治性痛風治療薬候補であるNASP（ナノカプセル化シ
ロリムス＋ペガドリカゼ）に関する重要な決定を、2026年6月27日に発表する予定で
す。この決定は、現在の治療選択肢が限られている痛風患者に新たな希望をもたらす可
能性があり、ナノメディシン技術の臨床応用における大きなマイルストーンとなるでし
ょう。

技術・臨床詳細

NASPは、二つの主要成分からなる革新的な静脈内輸液製剤です。一つは、免疫抑制剤
であるシロリムスをナノカプセル化したもので、これにより、もう一つの成分であるペ
ガドリカゼに対する抗薬物抗体（ADA）の発生を軽減することが期待されます。ペガド
リカゼは、高尿酸血症性痛風の治療に用いられる酵素製剤で、体内の尿酸を分解し、血
清尿酸値を効果的に低下させます。

この薬剤は、第3相臨床試験「DISSOLVE I」および「DISSOLVE II」において、高用量と
低用量の両方でその有効性と安全性が評価されました。これらの試験では、従来の治療
法で効果が見られなかった重度の痛風患者を対象とし、NASPが血清尿酸値を目標レベ
ルまで低下させ、痛風発作の頻度を減少させる能力が検証されました。ナノカプセル化
技術は、シロリムスの薬物動態を改善し、ADA反応を抑制することで、ペガドリカゼの
長期的な効果を維持することを目指しています。

背景・業界文脈

痛風は、高尿酸血症によって引き起こされる炎症性関節炎であり、重症化すると関節の
損傷や腎機能障害につながる可能性があります。特に、既存の尿酸降下薬に反応しない
「難治性痛風」患者は、有効な治療選択肢が限られており、生活の質が著しく低下しま
す。ペガドリカゼは難治性痛風の治療薬として承認されていますが、一部の患者では
ADAが発生し、治療効果が減弱するという課題がありました。NASPの開発は、この
ADAの問題を克服し、ペガドリカゼの有効性をより多くの患者に提供するための戦略的
なアプローチです。



今後の展望

FDAのNASPに関する決定は、難治性痛風の治療法に大きな影響を与える可能性があり
ます。もし承認されれば、NASPは、従来の治療に抵抗性を示す患者に対して、より持
続的で効果的な尿酸コントロールを可能にする新しい治療選択肢となるでしょう。これ
は、ナノカプセル化技術が薬剤の免疫原性を制御し、治療効果を最適化する能力を実証
するものであり、他の免疫原性薬剤の開発にも応用される可能性を秘めています。
NASPの市場投入は、痛風患者の生活の質を改善し、医療費の削減にも寄与すると期待
されます。

元記事: #

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#34 ナノメディシンは心血管炎症治療に有望だが、多くの
治療法は前臨床段階に留まる

概要

MDPIのレビュー記事は、心血管炎症の診断および治療戦略におけるナノメディシンの
可能性を評価しています。ナノ粒子（NP）は、標的ドラッグデリバリー、分子イメー
ジングの強化、生体内分布の改善、診断と治療機能を統合するセラノスティクスプラ

ットフォームの開発を通じて、従来の治療法に優位性をもたらす可能性を秘めていま
す。しかし、多くの治療応用が依然として前臨床開発段階にあり、初期の臨床証拠は
前臨床研究よりも期待外れな結果であったことを認めています。

公開日 2026年06月18日  MDPI  国際



詳細

主要成果

MDPIが発行したレビュー記事は、心血管炎症の診断および治療戦略におけるナノメデ
ィシンの有望な可能性を詳細に分析しています。ナノ粒子（NP）は、そのユニークな
特性により、標的ドラッグデリバリー、分子イメージングの強化、生体内分布の改善、
そして診断と治療の両機能を統合するセラノスティクスプラットフォームの開発を通じ
て、既存の治療法を凌駕する大きな利点を提供できると指摘しています。しかし、記事
は、多くの治療応用が未だ前臨床開発段階に留まっている現状と、これまでの初期臨床
試験結果が前臨床研究の期待を下回っていることを率直に認めています。

技術・臨床詳細

ナノ粒子は、そのサイズ（1～100 nm）と表面特性を操作することで、炎症部位に薬剤
やイメージング剤を特異的に送達できます。これにより、全身毒性を低減し、治療効果
を高めることが可能です。例えば、動脈硬化プラークや心筋梗塞後の炎症領域に選択的
に集積するナノ粒子は、抗炎症薬の局所濃度を高め、副作用を抑えることができます。
また、ナノ粒子はMRIやCTなどの分子イメージングを強化し、心血管疾患の早期診断や
病態モニタリングの精度を向上させる潜在能力を持っています。

「セラノスティクス」とは、診断（diagnosis）と治療（therapeutics）を統合したアプ
ローチで、同じナノ粒子プラットフォームを用いて疾患を診断し、同時に治療を行うこ
とを指します。これにより、リアルタイムでの治療効果のモニタリングと、個別化され
た治療戦略の実現が可能になります。しかし、レビューは、これらの概念的な利点にも
かかわらず、多くのナノ粒子ベースの治療法がまだ動物実験の段階にあり、ヒトでの有
効性と安全性に関する十分な臨床的証拠が不足していることを強調しています。

背景・業界文脈

心血管疾患は、世界中で主要な死因であり、炎症は動脈硬化、心筋梗塞、心不全などの
病態進行に重要な役割を果たしています。従来の治療法は、しばしば広範な全身作用を
伴い、副作用や効果の限定性という課題に直面してきました。ナノメディシンは、これ
らの課題に対する革新的な解決策として大きな期待が寄せられていますが、その複雑な
生体内挙動、製造のスケーラビリティ、規制上の課題など、臨床応用に向けたハードル
も少なくありません。



今後の展望

ナノメディシンが心血管炎症の診断と治療においてその真の可能性を発揮するために
は、より堅牢な前臨床データの蓄積と、厳格な臨床試験設計が不可欠です。特に、生体
内でのナノ粒子の挙動（生体内分布、クリアランス、安全性）をより正確に予測できる
モデルの開発が求められます。今後、研究者たちは、前臨床段階の有望な結果を、ヒト
患者における実質的な臨床的利益へと確実に橋渡しするための戦略に注力する必要があ
ります。これにより、心血管疾患患者に、より安全で効果的な個別化治療が提供される
未来が期待されます。

元記事: https://www.mdpi.com/1422-0067/27/12/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/1422-0067/27/12/


#35 エレクトロスピニングされたナノファイバー湿度セン
サー、応答時間1秒未満・応答値10^5超で市販品を凌駕、
安定性改善が課題

概要

RSC Publishingのレビュー記事は、エレクトロスピニングされたナノファイバーベース

の湿度センサーが、市販の湿度センサーをはるかに凌駕する優れた性能を示すことを
強調しています。ポリマーナノファイバーの高い比表面積と多孔性により、1秒未満の
応答時間と10^5を超える大きな応答値（抵抗変化）を達成。しかし、長期的な安定性

の改善が今後の重要な課題とされており、衣料品、医療機器、電子機器など多岐にわ
たる応用が期待されます。

公開日 2026年06月18日  RSC Publishing  国際



詳細

主要成果

RSC Publishingに掲載されたレビュー記事は、エレクトロスピニング技術を用いて作製
されたナノファイバーベースの湿度センサーが、既存の市販センサーを大きく上回る卓
越した性能を示すことを報告しています。特に、これらのセンサーは1秒未満という超
高速な応答時間と、10^5を超える非常に大きな応答値（電気抵抗の変化）を達成して
おり、これは高感度かつリアルタイムな湿度モニタリングを可能にするものです。しか
し、記事は、デバイスの長期的な安定性改善が今後の主要な研究課題であることを強調
しています。

技術・臨床詳細

エレクトロスピニングされたポリマーナノファイバーは、その非常に高い比表面積と制
御された多孔性構造により、空気中の水分分子との接触面積を最大化します。この構造
が、湿度変化に対するセンサーの迅速な応答と高感度性をもたらす主要な要因です。水
分がナノファイバー表面に吸着すると、ポリマーマトリックスの誘電率や導電率が変化
し、これが電気信号として検出されます。10^5を超える応答値は、微細な湿度変化を
も高精度に捉えることができることを意味します。

現在の市販の湿度センサーは、応答速度や感度において限界がありましたが、ナノファ
イバーベースのセンサーはこれらの性能を飛躍的に向上させることができます。しか
し、ポリマー材料の熱的・化学的安定性や、長期間にわたる性能の維持が課題とされて
います。特に、高湿度環境下での材料劣化や、センサーのドリフトを防ぐための新規材
料開発や表面修飾技術が求められています。

背景・業界文脈

湿度センサーは、気象観測、産業プロセス制御、医療診断、ビル管理システム、食品貯
蔵など、日常生活からハイテク産業まで幅広い分野で不可欠なデバイスです。特に、ウ
ェアラブルデバイスやIoT（モノのインターネット）の普及に伴い、小型、高感度、低
消費電力、そしてフレキシブルな湿度センサーへの需要が急増しています。ナノファイ
バー技術は、これらの次世代センサーに求められる要件を満たすための有望なプラット
フォームとして注目されています。



今後の展望

エレクトロスピニングされたナノファイバーベースの湿度センサーは、その優れた性能
から、スマート衣料品（発汗モニタリング）、医療用ウェアラブル（皮膚の水分量検
出）、精密農業、産業用プロセスモニタリング、および環境監視など、多岐にわたる新
興アプリケーションでの実用化が期待されます。安定性の課題が克服されれば、これら
のセンサーは市場を大きく変革する可能性を秘めています。今後、材料科学とデバイス
工学のさらなる進展により、信頼性と耐久性を兼ね備えたナノファイバー湿度センサー
が普及し、よりスマートで快適な社会の実現に貢献するでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#36 固体電池製造に革新：正極、固体電解質、CNT導電ネ
ットワークを単一乾燥工程で共堆積する新技術発表

概要

固体電池製造に画期的な新技術が発表され、正極、固体電解質、カーボンナノチュー
ブ（CNT）導電性ネットワークを単一の乾燥工程で共堆積させることに成功しまし
た。この革新的なドライプロセスは、溶媒、バインダー、乾燥炉を使用せず、室温で

実行可能であり、高密度コンピューティング、データセンター、防衛、航空宇宙アプ
リケーション向けの高性能固体リチウムイオン電池の製造を大幅に加速します。

公開日 2026年06月16日  Stock Titan  国際



詳細

主要成果

固体電池製造において、正極、固体電解質、そしてカーボンナノチューブ（CNT）導電
性ネットワークを、単一の乾燥工程で効率的に共堆積させる画期的な技術が発表されま
した。この革新的なドライプロセスは、従来の電池製造で一般的に使用される溶媒やバ
インダー、および高温での乾燥炉を不要とし、室温での製造を可能にします。この技術
は、高密度コンピューティング、データセンター、防衛、航空宇宙といった高性能を要
求されるアプリケーション向けの固体リチウムイオン電池の製造を劇的に加速させるも
のです。

技術・臨床詳細

従来の固体電池製造プロセスは、複数の湿式工程と高温乾燥工程を必要とし、これが製
造コストの増大、生産時間の長期化、そして品質制御の複雑化を招いていました。本技
術では、独自の配合と堆積方法を用いることで、正極材料、固体電解質、そしてナノス
ケールのCNTからなる導電ネットワークを一体として形成します。CNTは、電極内で電
子の移動経路を効率的に確保し、抵抗を低減することで、電池のエネルギー密度と出力
特性を向上させます。

このドライプロセスは、溶媒の使用を排除することで環境負荷を低減し、バインダーレ
ス化により電極材料の充填密度を高めることができます。また、室温での製造が可能で
あるため、エネルギー消費を大幅に削減し、製造コストを低減する効果も期待されま
す。これにより、より小型で安全、かつ高性能な固体電池の量産化への道が開かれま
す。

背景・業界文脈

固体リチウムイオン電池は、液系電解質を使用する従来の電池と比較して、高い安全性
（液漏れや発火のリスクが低い）、高いエネルギー密度、そして長いサイクル寿命とい
った多くの利点を持つことから、次世代バッテリー技術の最有力候補とされています。
特に、電気自動車（EV）やポータブル電子機器、さらにはグリッドスケールエネルギー
貯蔵システムへの応用が期待されています。しかし、その製造プロセスは複雑でコスト
が高く、量産化への障壁となっていました。今回のドライプロセス技術は、この製造上
の課題を克服し、固体電池の普及を加速させるための重要なステップとなります。



今後の展望

単一の乾燥工程で正極、固体電解質、CNT導電ネットワークを共堆積させるこの新技術
は、固体電池の製造コストと複雑さを劇的に低減し、量産化を現実のものにする可能性
があります。これにより、高密度コンピューティング、データセンター、防衛、航空宇
宙分野における電力ソリューションが進化し、小型化と高性能化がさらに進むでしょ
う。将来的には、EV市場への普及も加速し、クリーンエネルギー社会への移行を大きく
後押しすることが期待されます。この技術は、バッテリー産業全体におけるゲームチェ
ンジャーとなる可能性を秘めています。

元記事: https://stocktitan.com/news/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://stocktitan.com/news/


#37 ACS Nano論文：ALDでPbS/SnS2超格子中の量子閉
じ込め効果を精密制御し、バンドギャップを1.74 eVから
2.51 eVへ拡大

概要

原子層堆積（ALD）法を用いて作製された異種型PbS/SnS2超格子において、量子閉じ

込め効果を精密に制御することに成功した研究論文が発表されました。ALDが量子超
格子工学の効果的なプラットフォームとして確立され、PbSサブ層の厚さを減少させる
ことで、バンドギャップを1.74 eVから2.51 eVへと系統的かつ制御可能に拡大できるこ

とを実証しています。この成果は、次世代光電子デバイスおよび量子デバイスの開発
に道を拓くものです。

公開日 2026年06月11日  PubMed (ACS Nano)  国際



詳細

主要成果

原子層堆積（ALD）法を用いて作製された異種型PbS/SnS2超格子（スーパーラティス）
において、量子閉じ込め効果を極めて精密に制御することに成功した画期的な研究論文
が発表されました。この研究は、ALDが複雑なカルコゲナイドヘテロ構造における量子
超格子工学の非常に効果的なプラットフォームとして機能することを確立し、次世代の
光電子デバイスおよび量子デバイスの開発に重要な道を開くものです。特に、PbSサブ
層の厚さを減少させることで、材料のバンドギャップを1.74 eVから2.51 eVへと系統的
かつ制御可能に拡大できることが実証されました。

技術・臨床詳細

量子閉じ込め効果は、半導体材料のサイズが電子のドブロイ波長に近づくにつれて、そ
の電子構造が変化し、バンドギャップが拡大する現象です。この効果を制御すること
は、光検出器、太陽電池、LED、レーザーなどの光電子デバイスの特性を調整するため
に極めて重要です。

本研究では、ALDの原子レベルでの膜厚制御能力を最大限に活用し、PbSとSnS2の異な
る半導体層を交互に堆積させることで、高品位な超格子構造を構築しました。特に、
ALDの精密なプロセス制御により、PbSサブ層の厚さをナノメートルスケールで厳密に
調整することが可能となり、これによって超格子全体の量子閉じ込め効果を系統的に制
御することに成功しました。具体的には、PbSサブ層が薄くなるほど、量子閉じ込め効
果が強くなり、バンドギャップエネルギーが1.74 eVから2.51 eVへと連続的に、かつ予
測可能に増加することが実験的に示されました。この広範囲なバンドギャップ調整能力
は、多様な波長域に対応するデバイス設計を可能にします。

背景・業界文脈

光電子デバイス分野では、高性能化と多機能化が常に求められており、特にバンドギャ
ップを自由に調整できる材料の開発は長年の課題でした。従来の半導体製造技術では、
このような原子レベルでの精密な構造制御は困難であり、量子閉じ込め効果を最大限に
活用することができませんでした。ALD技術は、薄膜堆積の均一性、コンフォーマル
性、および原子レベルでの膜厚制御能力に優れており、複雑なナノ構造やヘテロ構造の
作製においてその重要性が増しています。



今後の展望

ALDを用いて異種型PbS/SnS2超格子中の量子閉じ込め効果を精密に制御するこの技術
は、次世代の高性能光電子デバイスおよび量子デバイスの開発に大きな影響を与えるで
しょう。特に、特定の波長に対応する太陽電池、高感度な赤外線検出器、効率的な発光
デバイス、さらには量子ドットデバイスなど、幅広い応用が期待されます。この研究成
果は、ALD技術が単なる薄膜堆積ツールではなく、量子材料工学における強力なプラッ
トフォームであることを明確に示しており、今後、この分野でのさらなる革新を加速さ
せることが期待されます。

元記事: https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/


#38 オーストリアのDeepTechスタートアップ
SOMAREALITY、視線追跡技術でシリーズA資金300万ユ
ーロ超を調達

概要

オーストリアのディープテックスタートアップSOMAREALITYが、300万ユーロを超え

るシリーズA資金調達ラウンドを完了しました。この資金は、航空、医療、プロスポー
ツなどの高リスク産業における認知度測定のための視線追跡技術をさらに発展させる
ために使用されます。同社は2024年の市場投入以来、すでに200万ユーロ以上のB2B収

益を上げ、2025年には前年比で収益を倍増させており、急速な成長と技術への強い市
場需要を示しています。

公開日 2026年06月18日  Trending Topics  オーストリア



詳細

主要成果

オーストリアのディープテックスタートアップSOMAREALITYは、シリーズA資金調達ラ
ウンドにおいて300万ユーロ（約5.2億円）を超える資金を調達しました。この重要な資
金は、同社が開発する高精度な視線追跡技術のさらなる発展と、航空、医療、プロスポ
ーツといった高リスク産業における認知度測定ソリューションへの適用拡大に充当され
ます。SOMAREALITYは2024年の市場投入以来、すでに200万ユーロ以上のB2B収益を計
上し、2025年には収益を前年比で倍増させるなど、その技術の市場価値と成長性を明確
に示しています。

技術・臨床詳細

SOMAREALITYの視線追跡技術は、ユーザーの視線や注意の集中をリアルタイムで高精
度に測定することを可能にします。この技術は、特に人間の認知状態やタスク遂行能力
がクリティカルな状況で、意思決定の質や反応速度を評価するために設計されていま
す。例えば、航空業界ではパイロットの注意散漫や疲労状態を早期に検知し、安全性を
向上させることができます。医療分野では、外科医の集中度モニタリングや、認知機能
障害の早期発見に貢献する可能性があります。

この技術は、ナノスケールのセンサーや高度なアルゴリズムを組み合わせて、非侵襲的
に視線を追跡し、収集したデータを解析することで、個人の認知負荷や精神状態に関す
る客観的な指標を提供します。200万ユーロを超えるB2B収益と収益の倍増という実績
は、すでに多くの企業が高精度な認知度測定ソリューションを求めており、
SOMAREALITYの技術がそのニーズに応えていることを裏付けています。

背景・業界文脈

現代社会では、人間の認知能力とパフォーマンスが、高リスク環境や複雑な作業におい
てますます重要になっています。ヒューマンエラーは、航空機事故、医療ミス、産業災
害の主要な原因の一つであり、これらを未然に防ぐための技術が強く求められていま
す。視線追跡技術は、運転者の注意散漫検出や、製品のユーザビリティ評価など、様々
な分野で活用されてきましたが、SOMAREALITYの技術は、これをさらに高度化し、リ
アルタイムでの認知度測定という新たな領域を開拓しています。



今後の展望

SOMAREALITYが調達した資金は、視線追跡技術のR&Dを加速させ、既存産業でのシェ
ア拡大とともに、新たな市場への参入を可能にするでしょう。特に、高性能センサーと
AIを組み合わせた技術は、将来のヒューマン・マシン・インターフェースや、個人の健
康モニタリングシステムへと応用される可能性を秘めています。同社の急速な成長と資
金調達の成功は、ディープテック分野におけるイノベーションが、社会の安全性と効率
性向上に大きく貢献する可能性を示しており、今後のさらなる技術発展と市場拡大が期
待されます。

元記事: https://www.trendingtopics.at/somareality-austrian-deeptech-raises-over-e3-million-in-series-a/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.trendingtopics.at/somareality-austrian-deeptech-raises-over-e3-million-in-series-a/


#39 Applied Materials、3Dチップスケーリング向けALD
および選択的エッチング新システムを発表

概要

Applied Materialsは、3Dチップスケーリング技術を進化させるための新しい成膜
（Centris Spectral SiN ALD）および選択的エッチングシステムを発表しました。
Centris Spectral SiN ALDシステムは、高アスペクト比の3D構造に均一で低温の窒化ケ

イ素を成膜するように設計されており、GAAトランジスタのコンタクトライナーにと
って極めて重要です。この技術は、主要なチップメーカーに既に採用され、デバイス
性能の向上、プロセス制御の強化、およびロジックおよびメモリアプリケーションに

おける製造可能性の改善を可能にします。

公開日 2026年06月15日  Stock Titan (Company Press Release)  アメリカ



詳細

主要成果

半導体製造装置大手であるApplied Materialsは、3Dチップスケーリング技術をさらに進
化させるための革新的な新しい成膜および選択的エッチングシステムを発表しました。
新システムには、高アスペクト比の3D構造に均一かつ低温で窒化ケイ素を成膜できる
Centris Spectral SiN ALD（原子層堆積）システムが含まれます。この技術は、ゲート・
オール・アラウンド（GAA）トランジスタのコンタクトライナー形成において特に重要
であり、主要なチップメーカーにすでに採用されています。

技術・臨床詳細

Centris Spectral SiN ALDシステムは、複雑な3D構造（例えば、GAAトランジスタのナノ
シートチャネル周辺）において、均一な膜厚と優れた被覆性を持つ窒化ケイ素（SiN）
膜を、低いプロセス温度で形成できるように設計されています。従来の成膜技術では、
高アスペクト比構造の底部や側壁に均一な膜を形成することが困難であり、デバイス性
能や信頼性のボトルネックとなっていました。低温プロセスは、繊細な3D構造への熱損
傷リスクを低減し、既存の材料との整合性を高めます。

このSiN膜は、GAAトランジスタのゲート電極とチャネル間の電気的絶縁を提供するコ
ンタクトライナーとして機能します。高アスペクト比で均一なSiN膜の成膜は、GAAト
ランジスタの性能向上、リーク電流の抑制、および歩留まり向上に直結します。
Applied Materialsの新しい選択的エッチングシステムは、これらの3D構造から不要な材
料を高精度に除去するために設計されており、次世代チップの微細化と積層化を可能に
します。

背景・業界文脈

半導体業界は、集積回路のさらなる性能向上と小型化を目指し、平面的な微細化の限界
に直面しています。この課題を克服するため、GAAトランジスタや3D NANDフラッシ
ュメモリといった「3Dチップスケーリング」技術が不可欠となっています。これらの技
術は、複雑な高アスペクト比構造を必要とし、その製造には原子レベルでの精密な成膜
とエッチングが求められます。Applied Materialsの新しいシステムは、これらの最先端
プロセス要件に対応し、今後の半導体技術ロードマップを支える基盤技術となります。



今後の展望

Applied Materialsの新しい成膜および選択的エッチングシステムは、ロジックおよびメ
モリアプリケーションにおける次世代チップの製造可能性を大きく改善し、デバイス性
能を向上させるでしょう。主要なチップメーカーによる早期採用は、この技術が業界に
とって不可欠なものであることを示しています。今後、これらの技術がさらに広く普及
することで、より強力でエネルギー効率の高いAIプロセッサ、高性能モバイルデバイ
ス、およびデータセンター向けチップの開発が加速されると期待されます。これは、半
導体産業における継続的な革新と技術的優位性を維持するための重要な投資であり、ナ
ノテクノロジーが現代エレクトロニクスの根幹を支えていることを示します。

元記事: https://stocktitan.com/news/AMAT/applied-materials-unveils-deposition-and-selective-etch-

e455p64h05j5.html

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://stocktitan.com/news/AMAT/applied-materials-unveils-deposition-and-selective-etch-e455p64h05j5.html
https://stocktitan.com/news/AMAT/applied-materials-unveils-deposition-and-selective-etch-e455p64h05j5.html


#40 ACS Applied Materials & Interfaces論文：現場でマ
イクロ/ナノ複合ドレッシングを製造するハンドヘルドデ
ジタルプリンター開発、細胞生存率92%超

概要

ACS Applied Materials & Interfacesに、エレクトロスピニング、スプレー堆積、光架橋

押出印刷の3つの操作モードを統合した、現場でのマイクロ/ナノ複合ドレッシング製
造用のハンドヘルドデジタルプリンターに関する研究が発表されました。エレクトロ
スピニングモードでは高多孔性ナノファイバー膜を製造でき、細胞含有エレクトロス

ピニングでは92%以上の細胞生存率を達成。この技術は、緊急時管理や治療とバリア
隔離を組み合わせた複合ドレッシングの構築ニーズに応える可能性を秘めています。

公開日 2026年06月18日  ACS Applied Materials & Interfaces  国際



詳細

主要成果

ACS Applied Materials & Interfaces誌に、現場でのマイクロ/ナノ複合ドレッシング製造
を可能にする革新的なハンドヘルドデジタルプリンターに関する研究が発表されまし
た。この多機能プリンターは、エレクトロスピニング、スプレー堆積、光架橋押出印刷
という3つの異なる操作モードを統合しており、緊急時管理や個別化された治療用ドレ
ッシングのニーズに対応します。特に、細胞含有エレクトロスピニングモードでは92%

以上の高い細胞生存率を達成し、生体活性のあるドレッシングの現場製造に大きな可能
性を示しています。

技術・臨床詳細

このハンドヘルドデジタルプリンターは、以下のような高度な機能を統合しています。

エレクトロスピニングモード: 高多孔性のナノファイバー膜を直接現場で製造できま
す。これらのナノファイバーは、細胞の成長を促進する最適な足場を提供し、薬剤を
搭載することで制御された放出も可能です。細胞含有エレクトロスピニングでは、処
理中に細胞の生存率が92%以上と非常に高く保たれることが実証されており、生きた
細胞を含む複雑なドレッシングの製造に適しています。

スプレー堆積モード: 創傷表面に直接、薬物や生体分子を含む層を迅速に形成できま
す。これにより、感染症の予防や治癒促進が期待されます。

光架橋押出印刷モード: 特定の形状や厚さを持つゲル状の構造物を印刷できます。こ
れは、創傷を覆うためのバリア層や、特定の薬剤を保持するリザーバーとしての機能
を持たせることができます。

これらのモードを組み合わせることで、多様な創傷タイプや患者のニーズに合わせて、
その場でカスタマイズされた多層複合ドレッシングを製造することが可能です。この
「オンサイト製造」能力は、特に遠隔地や災害現場での医療介入において非常に価値が
高いと言えます。



背景・業界文脈

現代医療における創傷管理は、感染症リスクの低減、治癒促進、患者の快適性向上な
ど、複雑な課題に直面しています。特に、広範囲の熱傷、糖尿病性潰瘍、慢性創傷な
ど、治療が困難な創傷に対しては、個々の状態に合わせた高度なドレッシングが求めら
れています。既存の製品は汎用性が高くても、その場でカスタマイズする能力には限界
がありました。このハンドヘルドプリンターは、精密医療とナノテクノロジーを組み合
わせることで、これらの課題に対する革新的な解決策を提供します。

今後の展望

このハンドヘルドデジタルプリンターの開発は、創傷ケアの分野に革命をもたらす可能
性を秘めています。緊急医療現場、軍事医療、遠隔医療、さらには家庭での個別化医療
において、その場で高品質な治療用ドレッシングを迅速に製造できる能力は、患者の予
後を大幅に改善し、医療コストを削減する可能性があります。今後は、in vivoでの安全
性と有効性の検証、および製造プロセスのさらなる簡素化と小型化が進められるでしょ
う。この技術が商業化されれば、高度な創傷ケアがよりアクセスしやすくなり、ヘルス
ケアの未来に大きな影響を与えることが期待されます。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsami.

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsami.


#41 Safar Partners、クリーンテック・先端材料・AI/IT・
ライフサイエンス分野で技術スタートアップに10億ドル以
上を投資

概要

Safar Partnersは、MITやハーバード大学との深いつながりを生かし、クリーンテック

と先端材料、AI/ITとロボティクス、ライフサイエンスの3つの主要分野で技術スタート
アップ企業に活発な投資を行っています。同社は、創設段階からグローバル規模への
技術拡大を支援する柔軟な戦略を持ち、75社以上のポートフォリオ企業に投資し、総

運用資産は10億ドル以上に達しています。これは、特にナノテクノロジー関連のディ
ープテック分野における積極的な資金調達活動と成長を示しています。

公開日 2026年06月18日  Safar Partners  アメリカ



詳細

主要成果

ベンチャーキャピタルファンドSafar Partnersは、クリーンテックと先端材料、AI/ITとロ
ボティクス、そしてライフサイエンスという3つの戦略的分野に焦点を当て、技術スタ
ートアップ企業への積極的な投資を続けています。同社は、MITやハーバード大学とい
った世界トップクラスの研究機関との強固な連携を通じて、革新的なディープテック企
業を支援。これまでに75社以上のポートフォリオ企業に投資し、運用資産総額は10億ド
ル（約1700億円）を超えています。この投資戦略は、特にナノテクノロジーに関連する
ブレークスルー技術の商業化を加速させる上で重要な役割を果たしています。

技術・臨床詳細

Safar Partnersの投資ポートフォリオは、ナノテクノロジーがその基盤となる多くの先端
材料開発企業を含んでいます。例えば、クリーンテック分野では、高効率エネルギー貯
蔵材料、CO2捕捉技術、持続可能な製造プロセスなどを開発する企業に投資していま
す。これらの技術は、ナノスケールでの材料設計やプロセス最適化によって、従来の限
界を超える性能を実現しています。AI/ITとロボティクス分野では、ナノセンサーを用い
た高性能デバイスや、AI駆動型材料探索プラットフォームに資金を提供しています。ラ
イフサイエンス分野では、ナノメディシン、診断技術、個別化医療に向けたナノバイオ
テクノロジー企業を支援しています。

同社は、単なる資金提供にとどまらず、創業者が技術をグローバル市場へと拡大できる
よう、メンターシップ、戦略的アドバイス、業界ネットワークの提供を通じて多角的に
サポートする「柔軟な戦略」を特徴としています。このアプローチにより、大学発のデ
ィープテック技術が商業的成功を収める可能性を最大化しています。

背景・業界文脈

現代のグローバル経済において、ディープテック分野、特にナノテクノロジーを基盤と
する革新は、気候変動対策、医療の進歩、デジタル変革といった喫緊の社会課題を解決
するための鍵となっています。しかし、これらの技術は研究開発に多額の資金と長い期
間を要するため、リスクの高い投資と見なされがちです。Safar Partnersのような専門的
知識を持つベンチャーキャピタルの存在は、このようなギャップを埋め、有望な技術を
市場へと導く上で不可欠です。MITやハーバード大学との密接な関係は、最先端の研究
成果をいち早くキャッチし、商業化する上で大きな強みとなっています。



今後の展望

Safar Partnersによる継続的な投資は、ナノテクノロジー関連のディープテックスタート
アップエコシステムをさらに強化し、ブレークスルー技術の社会実装を加速させるでし
ょう。今後も、クリーンテック分野での脱炭素ソリューション、ライフサイエンス分野
での難病治療、AIと連携した新材料開発など、ナノテクノロジーがもたらす広範なイノ
ベーションへの資金提供が期待されます。Safar Partnersのようなファンドが成功を収め
ることで、より多くの投資家がディープテック分野に目を向け、持続可能で技術主導型
の未来の構築が促進されるでしょう。

元記事: https://www.safarpartners.com/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.safarpartners.com/

